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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　構造特記仕様書
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§1

§3

§4

選択項目は 印が無い場合は　 印を適用する。
○印が複数有る場合は、共に適用する。

印を適用し、

1)

2)

4)

7-9 デッキプレート　（　単位　mm　）

合成スラブ用

型枠用

防錆処理

床用 高さ

高さ

高さ

板厚

板厚

Z12 Z27プライマー

、現場タッチアップ程度とする）

ブラスト

適用
塗　　　　　料

JISK5674

1回

3)

7-10

亜鉛メッキ

1)

2)

フランジ

ウェブ

柱 梁

高力ボルト

高力ボルト

高力ボルト

現場溶接

現場溶接

現場溶接

現場溶接

高力ボルト

7-6

継手7-7

土間コンクリート4)

捨てコンクリート5)

防水押さえコンクリート Fc6)

7) かさ上げコンクリート Fc

混和材6-2

6-3

スランプ 15 18

３単位セメント量 kg/ｍ

単位水量 kg/ｍ
３

水セメント比

箇　　所 一　般

SD390

高強度せん断
補強筋

D

D

D

D

以下

以上

以上

以上

16

19

溶接金網

1275 級

 785 級

 685 級

SD490

P

K

SD345

重ね継手

重ね継手

材種5-1

杭の構成は設計図による。

3)

2)

1)

5)

杭打地業共通事項

載荷試験

コンクリート

D

Fc

以上

以下 DSD295A

SD390

SD345以下

SKK400 SKK490

行う

行う（ 行わない

4)

行う 行わない

[

鉄筋

鋼管（リブ付）

（

（

4-6

基礎及びスラブ下地業

屋内

屋外

独立，布
基　礎

ベ　タ

場　　　所
※(1)

60

60

60

6050

50

50

50

50 60

100

100

100

100

100

50 A

A

A

A

A

A

B

A ：

：

砕　石

割栗石

B

B

B

B

B

B

60

60

60

60

60

60100 100

100

100

100

100

100 150

150

150

150

150

150

捨てコンクリート厚さ
厚　　　さ

（単位ｍｍ）

注 (1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

4-1

3-1

3-2

山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

1-1

1-2

1)

1-3

1-4

1-5

1-6

2)

4)

5)

1-7

3)

設計図書の優先順位は下記による。

本特記仕様書

設計図

標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

高強度せん断補強筋施工仕様書　

鉄骨工作標準図

）日本建築家協会公共建築協会（仕様書

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に

その他

梁貫通位置、径、及び箇所数は（ 意匠図

§2

2-1

2-2
普通ポルトランドセメント ）

杭径，設計耐力，本数表3)

（

（

（

（

）

）

）

）

備　　考本数mm（拡底部）

室内

重ね継手

7-8 溶接手法及び管理

溶接部の検査（受入検査）

2)

1)

3)

4)

5)

6)

7)

行う 行わない

工場溶接の場合a)

7-11

外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

1)

2)

PCa板

床及び屋根

備　　考

床 屋根

合成板

8-3

8-4

受入検査を行う第三者検査機関は､建築主､設計者､工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

屋外

鉛、クロムフリー錆止め

構造特記仕様書

フック加工 スパイラル

スパイラル

工場溶接

（不許複製）（販売元）一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 (発行元）一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 TEL(06）6763-8205 FAX（06）6763-8206 http://www.kse-web.com/

(2)端部ａは100以上とする。

3)

方　　向

X

Y

構造計算ルート

設計地耐力

地耐力載荷試験

地盤改良

行う

長期 短期 終局4-2

（ 箇所 ），長期設計耐力の3倍を確認する

セメント系固化材撹袢

載荷試験

六価クロム溶出試験

[

[

一軸圧縮試験 ]

]

締固め工法

圧密排水工法

ソイルセメント杭

行う

行う （ 箇所 ）

行わない

行わない

行わない

4-3

4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

PHC杭

ST杭

節杭

Ⅰ種

 A種

 A種

 A種

 B種

 B種

 C種

 C種

 C種

Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

1) 杭種

2) 工法

打撃工法

埋込み工法

 B種

無筋コンクリート地業

油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

ディーゼルハンマー

あり なし杭周固定液

中掘拡大根固め工法（認定工法）

回転埋設根固め工法（認定工法）

29 溶接継手

溶接継手

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

工場溶接

溶接継手

機械継手

機械継手 ）

）（

（

級

級

 U

5-2 ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

（ 1種軽量コンクリート 気乾単位容積質量2種 18.5 ）

§6

砂利 再生骨材人工軽量骨材砕石

20 4025

普通コンクリート

6-1

3)

セメント

粗骨材

1)

2)

③上載荷重が大きい場合

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

梁の余長  の採用　大梁・小梁 端部上下筋15d　中央上下筋20d

端部上下筋15d　中央上下筋20d

D' (梁有効成)

min( D', 　 )

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

行う 行わない2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を

塗装（工場塗 2回

素地調整 ケレン

下塗り用塗料

3) 溶融亜鉛メッキ 行う 行わない

水系さび止めペイント

変性エポキシ樹脂プライマー JASS18　M-109

JASS18　M-111

標準膜厚種　別

30μｍ

1種 2種

2種

35μｍ

1種 2種

30μｍ

40μｍ

15μｍ

A種

JISK5552

JISK5551

有機ジンクリッチプライマー

構造用さび止めペイント

ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

§8

現場溶接の場合

検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

b）

8)

9)

1)

2)

1)

2)

3)

コンクリートブロック

種類

ALCパネル

使用箇所

外壁取り付け構法

A種 B種

100 120

100

C種

150

外壁

190

175

床

75（80)

屋根 内壁

150

8-1

8-2

120（125)

外壁 備　　考使　用　箇　所構　　　法

縦

横

ロッキング構法

アンカー構法

外壁 備　　考使　用　箇　所構　　　法

縦

横 スライド構法

ロッキング構法

押出成形セメント板

http://fasa-net.jp

基　礎　梁

土間スラブ

土間コン
クリート

SC杭 mmｔ

　２０２１年度版

2021年2月1日作成

一般事項

使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。

日本建築学会標準仕様書 ， JASS5 ， JASS6（最新版とする）

（ 含む 含まない）

構造図 設備図 ）による。

構造計算ルート

仮設工事，土工事

地業工事

コンクリート工事

ルート２

ルート２ルート１

ルート１ ルート３

ルート３

鉄筋の継手（定着については設計図若しくは標準図による）

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

建築基準法施行令第73条第２項による仕様規定

日本建築学会　JASS5(2018)，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

日本建築学会　RC規準2018

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2018とすることができる。

根切り土の中の良土

根切り土の中の良土

場内地均し

搬入良土

場外搬出処分（ 指定場所 ）自由

搬入良土（盛土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと）

kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡

PRC杭

杭径 kN kN kN長期 短期 終局

D

全数 ％ ） 行わない

使用材料　コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

高炉セメントB種

試験杭 試験掘 ] 行わない行う 本（ ）

SL塗布

箇所，長期設計耐力の3倍を確認する）

とする。

基礎梁

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける

抜取り検査

引張り試験（JISZ3120）

1検査ロットにつき 原則　柱・梁の径毎に3本3本

熱間押抜き試験超音波探傷試験（JISZ3062)

1検査ロットにつき 30箇所

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。5-3

その他5-5

補強筋は原則として工場製品（評定品）を使用する。

梁貫通補強5-4

JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準）

JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準）

(N/mm )
２

レディーミクストコンクリート（JIS A5308-2019）

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

高炉ｾﾒﾝﾄB種

高炉ｽﾗｸﾞ骨材

設計基準強度 （使用区分は設計図の軸組図に示す）

Fc18 Fc21 Fc24

LFc18

Fc27 Fc30 Fc Fc

最大径（㎜）

LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFｃ

杭頭補強5)

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭4-5

工法1)

アースドリル工法 拡底アースドリル工法

リバース工法 オールケーシング工法 （ ベノト工法 ）

BH工法

4) 孔壁測定 方向）（  2

（ ）

3) GL-杭先端深さ m 杭リストによる 杭伏図による

（

（

）

）

2) 杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

mm（拡底部）杭径 備　　考本数kN kN kN長期 短期 終局㎜管長

（ ）

（ ）

AE減水剤 高性能AE　減水剤 膨張材躯体防水材

LFｃ

LFｃ

18.5（気乾単位容積質量 ）

18.5（気乾単位容積質量 ）

Fc18

Fc18

（ただし柱、壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

注1．混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたものを使用する。

㎝

%

基礎、基礎梁

270以上

185以下

 60以下

備　考

スカラップ形状 スカラップ工法 ノンスカラップ工法

板厚 形版 タイプ

行う 行わない常温亜鉛メッキ4)

5) 高耐食メッキ鋼板（t3.0㎜以下） 用いる 用いない

「JASS6　鉄骨工事　2018　付則6．鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」2018により、合否

溶接箇所の数え方は「JASS6　鉄骨工事　2018」表10．1溶接箇所数の数え方による。

ⅰ 検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ 抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ 大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

ⅰ 全数検査とする。

ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修｢突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル｣による。

コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

厚さ㎜

厚さ㎜

外壁取付構法及び厚さ㎜

PCa板単独　厚さ㎜

PCa板厚さ　㎜ 現場打厚さ　㎜ 合計厚さ　㎜

外壁　厚さ　㎜

ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。2)

したものを選定する。

1) アーク溶接に使用する溶接棒、ワイヤ及びフラックスは母材の種類、寸法、及び溶接条件に相応

使　用　箇　所

80

80

100

100

120

120

150

150

100 120 150

16　φ

22　φ

径

頭付スタッド

溶接材料

７－４

7-5

長　　さ（㎜）

19　φ

2) 大臣認定柱脚（メーカー仕様による） 使用する 使用しない

ABR490 ABM490（ABMはM24以上）ABR400 ABM400

柱
通し
ダイア

小梁
他

大梁
内

ダイア
規　格　名　称 鋼　材　名

全般

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

S10T

F8T

S14T

トルシア形が使用できない部分

使　用　箇　所高 力 ボ ル ト の 種 類

高力ボルト

F10T

普通ボルト、アンカーボルト

SS4001) 材質

7-1

7-2

7-3

SS490（M　　以上）

ブレース

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

§5 鉄筋工事 鉄骨工事§7

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

調合管理強度

長期（30） 超長期（36）

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Fd

6) 単位水量測定

5) マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析） 行う 行わない

4) コンクリートコア抜き取り圧縮試験 行う 行わない

3) 躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

2) 行わない[ 行うスランプ 空気量 ]

骨材 行わない[ 塩分含有量 アルカリシリカ反応性 ]

6-4 試験

住宅性能表示

劣化等級

圧縮試験による場合

15℃以上

 5℃以上

 0℃以上

3日

5日

8日

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下

17日

25日

28日

設計強度

梁　下

28日

せき板及び支柱の存置期間（普通ポルトランドセメントの場合）

短期（18） 標準（24）

等級2 等級3

1) 行う

行う 行わない

行う 行わない

6-5

6-6

6-7

6-8

（躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う）

Fm=Max(Fc,Fd)+S S＝3～6

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

コンクリート
の材齢

による場合

5N/mm
2

0.85Fcまたは12N/㎜
2

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）2-7かぶり厚さ

が変わる為、かぶりを訂正又は、設計図に明示する。

Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

フレッシュコンクリート

※注1.スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

一般構造用圧延鋼材 SS400

溶接構造用圧延鋼材 SM400A SM490A

SN400A

建築構造用圧延鋼材 SN400B SN490B

SN400C SN490C

一般構造用角型鋼管 STKR400 STKR490

BCR295
冷間成形角型鋼管

BCP235 BCP325

SHC400B SHC400C
熱間成形角型鋼管

SHC490CSHC490B

一般構造用軽量形鋼 SSC400

建築構造用圧延棒鋼 SNR400

一般構造用炭素鋼管
STK400 STK490

STKN400 STKN490

調合　（補正値は工事費に含む）※施主と協議の上、決定すること。

AW検定（工場・現場・代替タブ）の有資格者で､工事監理者の承諾を受けた者は技量検定付加試験を免除する。

代替えﾀﾌﾞ溶接に関わる各種協会・団体による講習会終了者は係員承認の上、試験の有無を確認すること。

材種及び使用箇所 ※　丸鋼ﾌﾞﾚｰｽ材は、JIS規格品とする。

S H M R J

国土交通省大臣認定（グレード）

7-12 鉄骨製作工場　 下記○印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

国土交通省告示台1464号を遵守すること。10)

SD295

60 50

50

プレボーリング拡大根固め工法（FP-BESTEX工法又は、認定工法）

14600 1200φ3045

sawamura-shigenori
テキスト ボックス
23



ｌ　／４

ｌ

ｌ　／４ｌ　／４

ｌ　／４ｌ　／４

１２ｄ以上

１５ｄ以上

６
ｄ
以
上

９
ｄ
以
上

Ｌ  ｈＬ  ｈＬ
Ｌａ , Ｌｂ採用時全長Ｌ

Ｌ  ｈ

Ｌａ，Ｌｂ

構造設計一級建築士　第   2337 号
麻植　健作　

ＴIＴＬＥ

ＳＨＥＥＴ ＮОＳＥＡＬ

一級建築士登録　第８５５８０号 藤田　泰蔵

ＴIＴＬＥ藤 田 建 築 設 計 事 務 所
ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００ ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８

一級建築士事務所
滋賀県 知事 登録

滋 賀県長 浜市 口分 田 町３５０ 番 地７

ＳＣＡＬＥ ＣＨＥＣＫ ＤＥＡＴ ＤＲＡＷＮ ＤＥＡＴ

Ｓ

ＭＥＭＯ

　　　　一級建築士　第 254743 号　　

（ロ）第２４４９号
02A1：     A3：     

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
24

曲げ
角度

図

Ｄ

鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の

壁 筋

ス ラ ブ 筋

スパイラル筋

あ ば ら 筋

柱 ・ 梁 主 筋

基 礎 主 筋

帯 筋

ｄ

４ｄ以上

余長
１８０°

２

腹筋

第一あばら筋

３０
＊

　定着長さＬ　とする。

設計ピッチ以下

ｐ 〃 〃 〃 〃 〃 ｐ

＊ねじれ応力を受ける腹筋は

⑩ は 、 溶 接 継 手 ま た は 重 ね 継 手 の ど ち ら か と す る 。

⑧

２

ｅ／Ｄ＞１／６

ｅ
Ｄ

Ｌ

（ 水 平 に 定 着 し て も よ い ）

ｅ

ｅ／Ｄ≦１／６
Ｄ

梁 成 が 異 な る 場 合

１

１
１Ｌ

Ｌ

ａ０

一 　 般 　 階

ａ２

１

最 　 上 　 階

４－２

１

２

Ｌ

ａ
ａ

２ａ　／ａ　≦１／６

二段筋

Ｃ

０

０

０

０

１

４－１

ＬＣ

Ｄ

Ｌ

Ｄ

１Ｌ

ＤＤ’

§４　　梁

０

３－５

ａ　スパイラル帯筋＠６０～７５（有効間隔５０程度）

ｂ　溶接閉鎖型帯筋＠６０～７５（有効間隔５０程度）

４ｄ以上

４
ｄ
以
上

形成筋
二段配筋

巾止筋 二段配筋の場合

ス パ イ ラ ル 筋 中 間 部 （ 重 ね 継 手 ）

ｄ

図ａ
図ｂ

５０ｄ以上 図ｂ
図ａ

図ｂ

５０ｄ以上
図ｂ

ｄ

図 ａ １ ３ ５ ° フ ッ ク

Ｄ＝３ｄ Ｄ＝３ｄ

図 ｂ ９ ０ ° フ ッ ク

溶 接 の 場 合ス パ イ ラ ル 筋 末 端 部 （ 定 着 部 ）

５ｄ
２ｄ

ｌ

但し、Ｄ１６以下

５ｄ以上

両面溶接の場合

１０ｄ以上

ｌ：片面溶接の場合

d

図ａ
ｄ

１．５巻以上の

添巻き

ｄ

図ａ

　２．重ね継手は重ね長さ５０ｄ以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

・スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

　１．末端は１．５巻以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

　＊１．設計ピッチの１．５倍以下とする。　形以上の場合は同径同材質で

　　　　　形＠１００以下とする。

　＊２．基礎梁部分は、同型で　形＠１５０以下とする。

・パネルゾ－ンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

　し、帯筋量（ｐｗ）は０．２％以上とする。

・第一帯筋（Ｄ１３以上使用の事）は梁面に入れ、

　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

・帯筋の加工は下図による。

６
ｄ
以
上

第一帯筋

直交梁

第一帯筋

基礎梁

ｐ

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

以下

＊１

ｐ

＊２

０ｈ　／２＋Ｄ’以上

ｅ

ｅ／Ｄ　＞　１／６

２巻き ｅ

ｅ／Ｄ　≦　１／６

４００以上

２

４００以上

Ｌ

０

０ｈ

ｈ　／２＋Ｄ’以上

補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）

２ｄ

内法直径（Ｄ）

鉄筋の折り曲げ鉄筋の径による

種類 区分

２Ｌ

設計ピッチ
外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

Ｄ

Ｄ

拘束帯筋

ｈ０

Ｌ２

Ｄ

Ｌ１４００以上

２Ｌ

Ｄ
Ｌ　かつ
１．５Ｄ以上

２

二重帯筋

Ｄ

６
ｄ
以
上

４ｄ以上

ａａ ｂ

・定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

ａ　／ａ　＞１／６２

Ｌ２

バーサポートも可

１３５゜フック

割りフープでも可

パネルゾーン部分は

副帯筋（１８０°フックも可）

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

２Ｌ

２巻き

拘束筋

．梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　　をあばら筋と同径ピッチで落とし込む。

２－１ 鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

・本数に差がある場合

・フックのある場合
多い

少ない

・フックのない場合

・機械式継手表示

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

呼び径ｄ Ｄ１３

１４

Ｄ１６

１８

Ｄ１９

２１

Ｄ２２

２５

Ｄ２５

２８

Ｄ２９

３３

Ｄ３２

３６

Ｄ３５

４０

Ｄ３８

４３

Ｄ４１

最外径Ｄ ４６

記　　号

Ｄ１０

１１

§１　　一般事項

§２　　共通事項

　　－ト造配筋指針・同解説」による。

０ ０
１

重ね継手

ｈ ｈ

０ｈ　／４

０ｈ　／４

０ｈ　／４

０ｈ　／４

ａ≧４００ １

Ｄ Ｄ

l o ／４

全長Ｌ２ｄ

６ｄ以上

余長
１３５°

Ｄ

ｄ Ｄ 余長
９０° ８ｄ以上

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

Ｄ１６以下ＳＤ２９５

Ｄ１９～Ｄ４１

Ｄ４１以下

Ｄ２５以下

Ｄ２９～Ｄ４１

３ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

６ｄ以上

２．軽量コンクリ－トを使用する場合は、上記の数値に５ｄを加算する。

　　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

余長

（４ｄ以上）

余長
余長

（６ｄ以上）

１８０°１３５°９０°フック付き定着 フック付き定着 フック付き定着

一般定着の直線Ｌ  またはフック付きのＬ  ｈ , Ｌａ , Ｌｂの図２２

２２

直線定着

２

２

定着の長さ
コンクリー

鉄筋の

種　類

トの設計基

（Ｎ／㎜　）

準 強 度

主 筋 の 継 手

３－１

小梁・床スラブ

上端筋 下端筋

フック付きＬｂ

２

Ｌ ,Ｌ h３

下段

ＳＤ２９５

（　）は

を示す。

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

４８～６０

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

（ＳＤ４９０）

( - )は適用外

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

上段　直線　Ｌ

１５ｄ

２０ｄ

（－）

１５ｄ

（－）

１５ｄ

（２０ｄ）

Ｌ ｈ＝１０ｄ

Ｌ ＝２０ｄ

床スラブ

の場合

Ｌ ＝１０ｄ

１５０以上

かつ

ＳＤ４９０

は適用外

３

３

３

３

フック付き　Ｌ h１ フック付き　Ｌ h ,Ｌa

一　般

下段

上段　直線　Ｌ２

４０ｄ（４５ｄ）

３０ｄ

３５ｄ（４０ｄ）

２５ｄ（３０ｄ）

３５ｄ

２５ｄ

３０ｄ（３５ｄ）

２０ｄ（２５ｄ）

３０ｄ

２０ｄ

５０ｄ（－）

３５ｄ（－）

４５ｄ（５５ｄ）

３５ｄ（４５ｄ）

４０ｄ（５０ｄ）

３０ｄ（３５ｄ）

４０ｄ（４５ｄ）

３０ｄ（３５ｄ）

３５ｄ（４０ｄ）

２５ｄ（３０ｄ）

３５ｄ

３０ｄ（３５ｄ）

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ（３０ｄ）

４０ｄ（ー）

４０ｄ（４５ｄ）

３５ｄ（４０ｄ）

３５ｄ（４０ｄ）

３０ｄ（３５ｄ）

２５ｄ（３０ｄ）,１５（２０）ｄ

２５ｄ（３０ｄ）,２０（２５）ｄ

３０ｄ（３５ｄ）,２０（２５）ｄ

３０ｄ（－）,２０ｄ（－）

２０ｄ（２５ｄ）,１５（２０）ｄ

２０ｄ（２５ｄ）,１５（２０）ｄ

１

２

重ね継手の

長 さ

４０ｄ４５ｄ（５０ｄ）

３５ｄ ３０ｄ　　　　　　　　,２０ｄ

２５ｄ　　　　　,１５（２０）ｄ

２０ｄ　　　　　　　　　,１５ｄ

１５ｄ　　　　　　　　　,１５ｄ

（８ｄ以上）

２

§３　　柱

３／４Ｄ以上かつＬａ

Ｌ

約０．５Ｌ

ｈ

ｈ

・ 第 一 あ ば ら 筋 は 柱 面 に 入 れ そ の 間 を 設 計

ピ ッ チ 以 下 に 割 り 付 け る 。

・ ⑨ ⑩ は 梁 成 の 大 き い 場 合 。

・ 溶 接 継 手 は 帯 筋 の 項 を 参 照 の こ と 。

・ 135° フ ッ ク は 180° フ ッ ク で も 可 と す る 。

・ あ ば ら 筋 の 加 工 は 下 図 ① 又 は 、 ⑧ に よ る 。

② ③ ⑤ ⑥ ⑨ は 同 時 打 込 み の ス ラ ブ 付 の 場 合

　 に 限 る 。

　ＳＤ３４５

２ｈ（　　  ）Ｌ

ＤＸ

柱頭に機械式定着を採用する場合
技術評価で認められた条件を
満足すること。

柱頭の配筋

＊余長Ｄ’は柱有効成（ＤＸ’ＤＹ’の大きい方）とし、
　構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

２Ｌ ｈ

柱断面

ＤＹ’
ＤＹ

ＤＸ
ＤＸ '

０．５Ｄ以上

１５０以上（水平長さ）

・ ① は ピ ッ チ ２ ｐ で 交 互 配 置 と す る 。

Ｌ２

使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より 5 0 0 以上はなすこと。

・　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。（告示平 1 2 第 1 4 6 3 号

３／４Ｄ以上かつＬａ

３／４Ｄ以上かつＬａ

６
ｄ
以
上

＊８ｄ以上

④③

６
ｄ
以
上

①

⑥
＊８ｄ以上

⑤

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

キャップタイ

＊
８

ｄ
以

上

キャップタイ

⑦ ｂ／３かつ

Ｌ１ｈ
１０ｄ
溶接２ｄ

２ｄ

⑩

６
ｄ
以
上

⑨

＊
８

ｄ
以

上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

１７０以上

ｂ

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

＊
８

ｄ
以

上

６
ｄ
以
上

②

６００以内に割り付ける。

・補助筋はＤ１０をピッチ

・巾止筋を設ける場合は、

設計者の指示による。

５００以上（＊Ｄ） ＊Ｄ

２全長Ｌ

上端筋は
上端柱面から

Ｌ２ｈ（　　）はＲＣ基準 2 0 1 0 　 1 7 条によってもよい。又は右図による。

・ガス圧接、溶接継手表示

ガス圧接、溶接、機械式継手

・　　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

柱径が異なる場合
※１５０以下

つり筋２－Ｄ１３（束ね筋）以上とする。

Ｄ’は梁有効成

ｌ  以上

ｌ  以上

１

１

１

１

１．使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

　　仕様書及び日本建築学会「 J A S S 5 ( 2 0 1 8 ) 」及び「鉄筋コンクリ

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、 d は呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべて m m とする。

１５ｄ（２０ｄ）,１５ｄ

１．重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのＬｈは2

１ ２

＊最下階柱脚は柱成Ｄ以上。

設計者判断により、認定を取得した工法では a = 0 とできる。

３．構造特記仕様書２－２で政令第７３条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

　　継手重ね長さは左下表Ｌかつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合

　　は５０ｄ）とする。

　　場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計図によるが、

　　参考値として左下表 J A S S 5 （ 2 0 1 8 ）にＬ  Ｌ  を示す。

４．構造特記仕様書２－２で J A S S 5 （ 2 0 1 8 ）、 R C 規準 2 0 1 8 とした

基 本 事 項

１－１

１－２

そ の 他

鉄 筋 の

表 示 記 号

折  り  曲  げ  

2 - 2

鉄　　筋　　の

２－３

鉄 筋 の 定 着

及 び 重 ね 継

手 の 長 さ

「 J A S S 5
　　　（ 2 0 1 8 ）」

に 準 拠

ガス圧接継手、溶接継手、機械式継手に関する事項は、標準仕様書および

施工要領ならびに鉄筋継手工事特記仕様書 ( 2 0 1 9 年版）共に

公益社団法人日本鉄筋継手協会編に準拠。

２－４

継 手 一 般

土に接しない

土に接する

部　　　位
仕上げあり 仕上げなし

擁　　　　　　　　　　壁

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外

基 礎 ・ 擁 壁

屋根スラブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁

柱

梁

耐 力 壁

３０（２０） ３０（２０）

４０（３０）

４０（３０）３０（２０）

４０（３０）

５０（４０）

５０（４０）５０（４０）

４０（３０）

かぶり厚さ

部　　　　分

部　　　分

柱・梁・床スラブ・壁
布基礎の立上り

＊１＊１＊１＊１

７０（６０　）

５０（４０　）

＊２＊２

＊２＊２

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

ａＤ＊ Ｄ

＊Ｄは最外径を示す・鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

　　　粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上

　　　呼び名の数値ｄの１．５倍以上

・鉄筋のあきａは原則として下記による。

かつ２５以上

２－６

鉄 筋 の あ き

２－７

か ぶ り 厚 さ

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

４．片持ちスラブの上端筋の先端

上図の・印の鉄筋の末端にはフックが必要。

梁 柱

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

・下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。２－５

鉄筋のフック

５．突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメ－カ－仕様による。

　　（ガス圧接、機械式継手等による）

４．Ｄ３５以上の鉄筋は重ね継手は用いない。

４．＊２　軽量コンクリ－トの場合は、これに１０加算する。　

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

３．＊１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で１０減の値とすることが

５．柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の１．５倍以上とする。

・ニ段筋のあきは１．５ｄとする。

２．機械式継手
ｂ

ｄ

１．４ｄ以上

１．１ｄ以上

カップラ－

ｅ

０．２ｄ以下

ａａ

１．ガス圧接、溶接継手

間隔：ａ≧４００ ガス圧接
　　　かつｂ＋４０
間隔：ａ≧４００

３．重ね継手（壁、スラブ筋を除く。）

１Ｌ

1 . 5 Ｌ　ｈ以上１

ｈ

ｈ

１Ｌ ｈ １Ｌ

１約０．５Ｌ １約０．５Ｌ

　　できる。

※1 5 0を超える場合は設計図による

交互配筋 交互配筋
１ｌ  以上

１ｌ  以上

＊余長ｌ  は構造特記仕様書５－５項によるが、設計図に記載があれば、

　設計図を優先する。

※ 柱 面 よ り 梁 成 の 範 囲 は 、 1 8 0 ° フ ッ ク 又 は 1 3 5 ° フ ッ ク が 望 ま し い 。

（ 不 許 複 製 ）2021年2月1日作成

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２０２１年度版
３－２

主 筋 の 定 着

３－３

帯 　 　 　 筋

副 　 帯 　 筋

３－４

補 　 助 　 筋

柱 の

コンファインド

補 強

副 あ ば ら 筋

あ ば ら 筋

４－３

中 　 柱

外 　 柱

主 筋 の 定 着

及 び 余 長

主 筋 の 継 手

http://fasa-net.jp TEL(06)6763-8205 FAX(06）6763-8206 http://www.kse-web.com/（販売元）一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 （発行元）一般社団法人関西建築構造設計事務所協会

sawamura-shigenori
テキスト ボックス
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　又は、帯筋
　あばら筋相当

２０ｄ（　  ) ２０ｄ（　  )

2
0
d（

　
 
)

１５００

１
５
０
０

９００

９
０
０

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３

ｌ　／４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＤＢ

Ａ

Ａ

ｌ
　

／
４

ｌ
　

／
４

Ｄ

Ｃ

ｌ　／４

肩筋Ｄ１３以上

ｌ　≦ｌ

ｌ　／６

ｌ　／４ ｌ　／４ｌ　／４

ｌ　／４ ｌ　／４

ｌ　／６ ｌ　／４

ｌ　／４ｌ　／６

ｌ　／４

ｌ　／４ ｌ　／４

肩筋Ｄ１３以上

Ｂ

ｌ　／４

ｌｏ／４

ｌ　／４ ｌ　／２ ｌ　／４

構造設計一級建築士　第   2337 号
麻植　健作　

ＴIＴＬＥ

ＳＨＥＥＴ ＮОＳＥＡＬ

一級建築士登録　第８５５８０号 藤田　泰蔵

ＴIＴＬＥ藤 田 建 築 設 計 事 務 所
ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００ ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８

一級建築士事務所
滋賀県 知事 登録

滋 賀県長 浜市 口分 田 町３５０ 番 地７

ＳＣＡＬＥ ＣＨＥＣＫ ＤＥＡＴ ＤＲＡＷＮ ＤＥＡＴ

Ｓ

ＭＥＭＯ

　　　　一級建築士　第 254743 号　　

（ロ）第２４４９号
03

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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１

１

２

Ｄ

ｌ１ｌ１

Ｌ１１ ｌｌ１ｌｌ１１

Ｄ’

１

ｌｌ１１ ｌｌ１１

１ｌｌ１

ｌ１

全長Ｌ２

全長Ｌ２

全長Ｌ２

l

７－４

８－１開 口 部

溶接金網に
よる方法鉄筋による方法

２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

２２

２
Ｌ

Ｌ
＊

・斜筋は内側に配置する。

２
Ｌ ６０

０

３００３００
６００

３００

６
０
０

・壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

Ｌ

Ｌ２ ２Ｌ

斜筋の代わりに溶接金網６φ＠１００とする

２

２－Ｄ１３ ４－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｄ１３

４－Ｄ１３２－Ｄ１３

１

定
着

Ｌ
２

継手Ｌ

Ｄ１３

継手Ｌ１
交 差 部

耐震壁の場合はフックを付ける

・開口補強筋はリストによる

端 　 部

ス リ ッ ト

ス
リ

ッ
ト

材

２
５
０

２
５
０

Ｗ

ｔ

Ｄ１０＠４００程度

スリット材

Ｄ１０＠４００程度

２５０２５０
Ｗ

スリット

２

　　　　　　Ｗ　≧１５

基礎と基礎梁

壁の配筋は設計図書による．

・ダブル配筋では巾止筋を縦横共Ｄ１０＠１０００以内を標準とする。

２ １・定着長さはＬ　、及び継手長さはＬ　とする。

６－１

柱梁

横筋

２Ｌ

１
２

＊
Ｌ

　

梁

Ｄ

Ｌ
　

＋
５

０

同ピッチとする。
さし筋は、縦筋と同径

土圧を

§６　　壁

定着及び継手

庇

補強範囲

鉄筋による方法

６φ＠１００
縦横共

溶接金網による方法

スラブ筋と同径で１／２ピッチ以下（≒＠１００）
程度となる様に上端に補強筋をいれる

１

２

各Ｄ１３

４５゜

Ｌ

Ｄ１０＠２００
（ダブル）

Ｄ１３

１０００

Ｌ

Ｓ

ｔ

２００

かつスラブ厚以上 設計図による。
Ｓ＞ｔの場合は

段 違 床 Ｒ Ｃ 壁 ・ Ｃ Ｂ 壁 が 床 に の る 場 合

２

２
２

２Ｌ

注）　スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

ｌ

ＬＬ

Ｌ

６－Ｄ１３Ｌ
ｌ

４
ｄ

５－３

受筋Ｄ１３

Ａ≦０．３㎡
かつｌ≦０．６ｍ

Ａ：開口面積５－４ 開 口 補 強

先端に荷重のある場合片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

５－２

標 準 継 手 位 置

短 辺 方 向
上 端 筋

長 辺 方 向

短辺・長辺方向下 端 筋

１Ｌ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

折り曲げる

ｌ
Ｘ

ｙｌ
５－１

§５　スラブ

Ｘ

３Ｌ
１５ｄ以上

１５ｄ以上

Ｘ ｙ

４－７

０ １

０

０

不連続端（外端）

ｌ
Ｌ

０ＬＣ ０

１Ｌ

　５００以上はなすこと。

・　　　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

４－６

０

０ ０

ｌ

ＬＣ

地反力を受ける場合。

０ ０

ＬＣ

・下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

ＬＣ

０ｌ

１００以内

先端小梁のない場合

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

Ｄ

（有効せい）

０２ｌ　／３＋１５ｄ

（Ｌは必要付着長さ）

１

Ｄ’

０ ０

連続端（内端）不連続端（外端）

Ｂ
継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

２Ｌ

連続端（内端）

先端 元端

ｌ０

ｄｏ

０

・　　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は

０

１Ｌ

ｔ

＊４－５ａ）定着に同じ

・土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

・継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は５－２項の土圧面側を上端

　筋側に読み替える

１２０以下 １５０ １５０以上

　－Ｄ１０同ピッチ

ｔ

完全スリットの場合

（柱）（梁）

２００（耐震壁の場合）

＊
Ｌ

　
　

２

スリット幅　Ｗ　≧２５かつスリット長さの１／１００

外周部は８ｄ以上

Ｌｂ

　柱面（基礎小梁の場合は梁面）より５００以上はなすこと。Ｌｂとれない場合

４－５ａ定着によってよい。

斜め可

下向き可、斜め可

１　　余長はｌ  ｛ｌ  ≧ｍｉｎ（Ｄ ' , Ｌ  ）｝とする。２１

１

一般（独立基礎、杭打独立基礎）

００

０ｌ

ＬＣ

１Ｌ

地反力（又は杭反力）を受ける場合。

３／４以上かつＬａ

３／４以上かつＬａ

３／４以上かつＬａ

３／４以上かつＬａ

＊設計者の判断による。

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

３

２
Ｌ

２
Ｌ

６－Ｄ１３

小梁大梁

２

０．３㎡＜Ａ≦１．０㎡

かつｌ≦１．０ｍ
大梁又は小梁に
Ｌ  定着２

ただしかぶり厚さ５０（軽量

コンクリートの場合６０）の

場合は不要

１０以上打増し

Ｇ．Ｌ

７－２

３
０

０
以

上

ハカマ筋

ＬＣ

１５ｄ

Ｇ．Ｌ

ａ Ｄ

１
０
０

・１本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

４ｄ以上

７－１

２
０

ｄ
以

上

Ｄ

９０゜フックも可

１０以上打増し

スタッド溶接

補強筋

既成コンクリート杭

§７　　基礎

・杭頭補強筋は設計図による。

Ｌ
２

２
０

ｄ

ａ 　 隅 角 部

肩筋　主筋の径以上

ａ
１

０

１５ｄ以上

ａ　／ａ　≦１／６２１

ｔ

７－３ 継手位置は５－２項の上端筋を下端筋に読み替える。

＊４－５ａ）上端筋定着に同じ。

ａ２

Ｌ  ｈ又は２０ｄ３

２０ｄ以上

Ｂ

＊ＬｂかつＢ／２以上

２
Ｌ

２
Ｌ

３
２

セ ッ ト バ ッ ク を 含 む
屋 根 屋 上 ス ラ ブ 隅 角 補 強

地反力を受けない場合は（４－５）による。

上載荷重が大きい場合は②の主筋継手位置を上下逆にする。

＊
(
Ｌ

 
)

＊
(
Ｌ

 
)

Ｌ２

＊ＬｂかつＢ／２以上

ＬａかつＢ／２以上

２

縦筋

＊
Ｌ

　

柱梁

　（通し配筋の場合は不要）

２５ｄ以上又はＬ  ｈ

２５ｄ又はＬ  ｈ３

ｌ

梁の上面

までのばす

ｌ以上

２Ｌ

受ける壁

１．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

ｌ  以上ｌ  以上

ｌ  以上 ｌ  以上

ｌ０

３ 1 1

1
ｌ ：構造特記仕様書　５－５項　余長参照

1
1

＊　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－５項および設計図に示す。

（ 不 許 複 製 ）FAX(06）6763-8206 http://www.kse-web.com/

定　　　　　着

４－５

小 梁 及 び

片 持 梁

ａ）小　　　梁

　　継　　　手

＊水平投影長さ８ｄ確保できない場合、
　余長部でＬ　、Ｌ　とする。２ ３

* ８ｄかつＢ／２以上

８ｄ

２
Ｌ

Ｌ
３

かつＬ

ｂ）片 持 梁

定　　　　　着

継　　　　　手

基 礎 梁 及 び

基 礎 小 梁

ａ）基礎梁の

　　継手及び

　　定着

１

２

１

３

２

ｂ）基礎小梁

の継手及

び定着

ｌ

Ｌ  ｈ３

Ｌ  ２

不連続端（外端） 連続端（内端）

　　余長ｌ　は設計図に記載があれば、設計図を優先する。

梁の貫通補強 ２．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計図による。

あばら筋と同径、同数で＠１００以下とする。

φ 縦筋＊
横筋

斜筋

１Ｌ

１Ｌ

Ｄ
１Ｌ

Ｄ

かぶり厚さを確保してあばら筋を追加する。

・＊縦筋はあばら筋加工とする。

・梁貫通孔は、梁成の１／３以下とする。

・孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の３倍

　以上とする。

　また位置は原則として柱面から梁成Ｄ以上

　はなし、梁成の中央Ｄ／２の範囲内とする。

・φが100mm未満、かつＤ/10以下の場合は

　補強を省略することができるが、孔際の両側に

鉄筋の折り曲

げ及び定着

継　　　　手

Ｂ 　 Ｄ

Ａ 　 Ｂ

Ａ 　 Ｃ 　 Ｄ

片　持　ち

ス　ラ　ブ

補 強 筋

１ ２ ３

http://fasa-net.jp TEL(06)6763-8205

　＊ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、l=8dかつ

２　　150以上45° 90°折り曲げ、定着長さはＬ　かつD/2以上とする。～

６－２

壁 配 筋

６－３

補 強 筋

・＊斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計図による。

（設計者指示にて省略可）

独 立 基 礎

杭 基 礎

べた基礎継手

及び定着

・杭頭を切断した場合の補強は、設計者図による。

＊壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

2021年2月1日作成

片持階段

１５０以上

２Ｌ

２
Ｌ

・補強部　　　　　　の厚さは

　梁巾とする。

２Ｌ

Ｄ１３＠３００（ダブル）

Ｄ１３＠３００（ダブル）

§８　その他

Ｄ１６＠２００以上

５
０

ｄ
以

上

ｔ≧１８０

主筋Ｄ１３

Ｄ１０
Ｄ１０＠２００

イナズマ筋

受筋Ｄ１３

　されている場合は不要。

３
０

ｄ
以

上

Ｌ
２

３
０

ｄ
以

上
５

０
ｄ

以
上

８ｄ以上

＊補強筋Ｄ１３以上（ダブル）

下端筋定着
２０ｄ以上

スラブ階段

ｌ０

０ ０ ０

イナズマ筋Ｄ１０＠２００

Ｌ

１Ｌ

２０ｄ以上

１５ｄ以上

２Ｌ

ｔ

３Ｌ

Ｄ１０

Ｄ１３

ｔ

１

８－２

土 間 コ ン ク リ

ー ト

（　　形でも可）

Ｄ１０＠２００

Ｄ１３ Ｄ１３＠３００

Ｄ１０＠２００

Ｌ
２

Ｌ

２
Ｌ

２ ２Ｌ

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

５００以上

Ｄ１０＠２００　ｌ＝４００

Ｄ１３

Ｄ１０

ｔ

２
ｔ

２Ｌ

梁

補強筋

－Ｄ１０＠２００（共通）

柱

ｔ

２Ｌ

ｔ
補強筋

Ｌ２

ｔ

補強筋

２
Ｌ腹筋に準ずる

５０５００以上

５
０

０
以

上
５

０

通し配筋可

５００以上５００以上

梁

壁

柱

１Ｌ　＋５０ １Ｌ　＋５０

ス ラ ブ

・　　　　　は、はつり部分を示す。

・増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

（増築側の鉄筋は水平定着でもよい。）

梁主筋は原則として

すべて定着する。

８－４

増 築 予 定

２

・　　　　　は打増し部分を示す。－　―　－と配筋してもよい

・ 補強筋　定着は20d以上（L  )( 　)は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計図による。

 ｔ≦50　 補強なし　　　　　　　　　　　50＜ｔ≦100　D13＠300

 100＜ｔ≦200 D16＠300　　　　　　　　 200＜ｔ≦300　D16＠200

 ｔ＞300 設計図による

 原則として、構造図に記載された箇所以外に打増してはならない。

階　　　　段

打 増 し 補 強

８－３

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）２０２１年度版

（販売元）一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 （発行元）一般社団法人関西建築構造設計事務所協会

４－４

４ｄ以上

つり筋

４ｄ以上

巾止筋

腹筋
受筋

４
ｄ
以
上

Ｄ

ｂ

１２００≦Ｄ　　　　　　Ｄ１０＠３００以内

吊り筋受筋

巾止筋

腹筋
６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０（１段）

９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０（２段）

Ｄ＜６００　　不要

Ｄ１０＠１０００以内で割り付ける。

Ｄ１０＠１０００以内で割り付ける。

補 　 助 　 筋

sawamura-shigenori
テキスト ボックス
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構造設計一級建築士　第   2337 号
麻植　健作　

ＴIＴＬＥ

ＳＨＥＥＴ ＮОＳＥＡＬ

一級建築士登録　第８５５８０号 藤田　泰蔵

ＴIＴＬＥ藤 田 建 築 設 計 事 務 所
ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００ ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８

一級建築士事務所
滋賀県 知事 登録

滋 賀県長 浜市 口分 田 町３５０ 番 地７

ＳＣＡＬＥ ＣＨＥＣＫ ＤＥＡＴ ＤＲＡＷＮ ＤＥＡＴ

Ｓ

ＭＥＭＯ

　　　　一級建築士　第 254743 号　　

（ロ）第２４４９号
04

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　鉄骨工作標準図（１）
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材種 主　　　材
ウェブ

ボルト

総

本数

ボルト

総

本数

高
力
ボ
ル
ト
径

ピ
ッ
チ

フランジ

外側添板 内側添板 添　板

ＢＨ－Ａ×Ｂ×ｔ　×ｔ

Ｈ－Ａ×Ｂ×ｔ　×ｔ

Ｈ－
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　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　×Ｈ－

　　×　　×　　× 　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　
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　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

　　×　　×　　

ｔ　×ａ　×ｌ ｔ　×ａ　×ｌ ｔ　×ａ　×ｌ

１－９

２　　－ ４　　－ＰＬ ＰＬ ＰＬ２　　－

１－１

基 本 事 項

１－２

そ の 他

略 　 号 　

２－１

ボルトの長さ

首
下
長
さ

締付け長さ

余長
（ねじ山１～６）

座金厚さ
ナット高さ

締付け長さに加える長さボルトの

呼び径

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ１６

Ｆ８Ｔ、Ｆ１０Ｔ

３５

４０

４５

Ｓ１０Ｔ

２５

３０

３５

４０

１．特記以外はすべてＳ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又は、Ｆ１０Ｔとする。

２．本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

３．ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様

　　に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。

３－１

高 力 ボ ル ト 　

３０

Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１８

６０

４０

４０

２８

２２

２２

６０

５０

３４

２６ ２８

３８

５５

６０

２４ ２６

７０

６０

４４

３２

４０（５０）４０（５５）４５（６０）

Ｍ１６呼　び　径

孔　　　径

最小縁端距離

標　準

最　小
Ｐ

ｅ

ピッチ

はしあき

せん断縁、手動ガス切断縁

圧延縁、自動ガス切断縁等

（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

千鳥打ちのピッチｂ

Ｍ２４

４５

２５

６５

６０

４５

ゲージ

５０３５

４０

５５

高 力 ボ ル ト 　

３－２

の ピ ッ チ 　

３－３

形 鋼 の ゲ ー ジ 　

Ｍ１６、２０、２２

最大軸径 ｇ 最大軸径ｇＡｏｒＢ

５５

５０

５０

５５

６０

６０ ９０

７０

５５

４０

３５

２４

２４

２４

２４

５０ １６

１６

２０

２０

２２

２２

２４

２４

２４

１６

１６

２２

２２

２４

２４

２４

２４

２４

１００

１２５

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００１２５

１３０

１５０

１７５

２００

１０５

１２０

１５０

１５０

１４０

１４０

６０

７５

９０

４０

７０

９０

３０

３５

３５

４０

４０

４５

５０

３０

３５

４０

４０

４５

５０

５５

６０

６５

７０

７５

８０

９０

１００

５０

６５

７０

７５

８０

９０

１００

最大軸径

１６

２０

２０

２２

２２

２４

２４

＊＊ ＊＊ ＊＊

＊

　　締付けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

４．亜鉛メッキボルトの場合は、すべてＦ８Ｔとする。

＊Ｂ＝３００は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のｇ及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

ｇ Ｂ

ｇＡ

ｇｇ

Ｂ Ｂ

ｇ

ｇ

Ｂ

Ｂ

Ａ

§１　　一般事項

§４　　溶接接合

ｓ ｓ

断続隅肉溶接の長さＬ

Ｌ Ｌ≧１０Ｓかつ４０以上

ａ≦１０

２．５以上
１

　　クレーンガーダーの場合は、全て２．５倍以上の勾配をとる。

ａ＞１０

長さｌは３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

２）　エンドタブ

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より５～１０㎜

はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

付加試験に合格した溶接工によること。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

・スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

　なお複合円は滑らかに仕上げること。

・完全溶込み溶接部以外のスカラップは　＝２５程度とする。

ｂ）　ノンスカラップ工法

γ
γ

ａ）　スカラップ工法

３）　開先加工　　　（下図は参考とする）

ｌｌ

５～１０㎜ ５～１０㎜

隅肉溶接Ｓ＝４～６㎜

４０～６０㎜１パス長さ＝ 程度とする

分割形裏当て金通し形裏当て金

α

Ｒ

Ｇ

Ｗ

９以上

Ｔ

裏当て

Ｒ

α

Ｇ
α

Ｒ

Ｇ

Ｇ

ＭＣ－ＢＫ－２

Ｗ

ＧＣ－ＢＫ－２

Ｔ

裏はつり
ｄ

α

α

（Ｔ－Ｒ）３
１

（Ｔ－Ｒ）３
２

ｄ
ｄ

ｄ

Ｒ

α

α

Ｇ

ＭＣ－ＢＬ－２

Ｗ

ＧＣ－ＢＬ－２

Ｗ

α

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｇ３～６

裏はつり

Ｒ
Ｔ

α１

Ｇ

Ｔ

ＦＢ－４．５×１９Ｇ

裏当て

かつΔＳ≦５

ΔＳ＝Ｓ’－Ｓ

Ｓ＝設計サイズ

Ｓ’＝実際サイズ

余盛　０≦Δα≦０．４ＳかつΔα≦４

ｔ

ｓ

記号　Ｗ

余盛：Δα

ｔ

６以下

７

９

９

１２

１０

１４

１２

１６

ｓ

ｔ

１５

２５

１７

２８ ３２

２１

３６ ４０

２４１９

Ｇ＝０

脚長
１

記号　Ｗ

ｓ

ｓ
２／

ｓ
２／

ｔ

Ｗ

４－２

完 全 溶 込 み

溶 接

（ 突 合 せ 溶 接 ）

４－３

部 分 溶 込 み

溶 接

１６＜ｔ≦４０ｔ≦１６

１２≦ｔ≦４０ １６≦ｔ≦４０

両面溶接　　Ｗ

Ｄ

ｔ

１２

１９

１０

１２

１１

１６

１３

２２

１３

２５

１４

２８

１５

３２

１５

３６

１６

４０

ｔ

６０゜

４５゜ ４５゜

ｔ

ｓ ｓ ＤｓｓＤ

２

４－１

隅 肉 溶 接

片面溶接　　Ｗ

Ｄ

Ｄ

Ｄ／２Ｄ／２ Ｄ／２Ｄ／２

Ｄ

丸鋼等溶接　Ｗ 軽量形鋼等溶接　Ｗ

Ｄ／２

ｔ≧３のときｓ＝ｔ

Ｄ

ｔ

４－４

フ レ ア 溶 接

　　両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

§２　　共通事項

４－５

そ の 他

ｔ＜３のときｓ＝３

　　加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

Ｗ

フランジ巾３５０，４００

１ １
２

２

フランジ巾３００

ボルト本数表示

フランジ巾２５０以下

（ウェブ）

５－１

継 手 リ ス ト

ｇ

５－２

小 梁 仕 口

Ａ ２ タ イ プ Ａ ３ タ イ プＡ １ タ イ プ

Ｗ

Ｂ １ タ イ プ Ｂ ２ タ イ プ

ｇ

ピ ン 接 合

Ａ タ イ プ

剛 接 合

Ｂ タ イ プ

　　２．ａ　は原則として梁成の２／３以上確保すること。

　　２．継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

ｔｓ ｓ

γ

γ

γ
γ

３）

§３　　ボルト接合

§５　　継　手

（ウェブ）

２

１）使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２）設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は、構造特記仕様書１－２－４、５に指定した共通仕様書および

　　標準仕様書による。

３．製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

４）本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

１）　板厚の異なる場合　　　（通しダイアフラムは除く）

記 号 形 　 　 状 適 用 板 厚

４）　開先形状

（Ｔ－Ｒ）３
１

（Ｔ－Ｒ）３
２

寸 　 　 法 　

アーク手溶接　
ガスシールド及びセルフ　

シールドアーク手溶接　

ｇ

１

６ ７

２

３

４

５

８

１ １

１
１

１

１
２

１

２

１ ２ １ ２ ３

３２１２ｇｇ２１

１

２

２

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

２
１ １

２ γ２１

１

１

３

２

２

１１

１

１

１

１

２

２
21 1 1 2 2 2 1 1 1 3 2

１

２ ３ ４

１

２
１

２
２

３

２

３

９

１Ｗ

１Ｗ

２５

１９ ２２

１３１１

Ｗ１

　ように加工する。　は３５程度、　は１０以上とする。

機械加工＋ガス切りタイプ

小文字は管理許容差（）は限界許容差を示す ※十分な品質管理を行う

６～

６～

１６～

２

＋∞

－２

(＋∞)
７ －１ (－２)

＋２

３５°
(＋∞)

－１° (－２°)

＋∞※

２

９ －２

＋∞

(＋２)

(－２)

３５°

－２

＋１

(＋∞)

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)

２

－２

＋∞

(＋２)

(－２)－２

＋１

(＋∞)
７ (－３)

３５°
(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)

－２０ ０
＋２．５ (＋４)

(－０)

＋２

－０

(＋３)

(－０)

－２０ ０
＋２．５ (＋４)

(－０)

＋２

－０

(＋３)

(－０)

２ (－２)－２ ２ (－２)－２

＋２ (＋３) ＋１２ (＋３)

２ (－２)－２ ２ (－２)－２

＋２ (＋３) (＋３)

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)４５° ４５°

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)

(＋∞)＋∞

－２．５°(－５°)４５° ４５°

(＋∞)＋∞ (＋∞)＋∞

６０° ６０°

(－３)－２　Ｔ 　Ｔ －２ (－３)

ＭＣ・・・はアーク手溶接　　ＧＣ・・・はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

鉄骨工作標準図（１）　　２０２１年度版

・ＢＰＬ　　　　　　ベースプレート

・ＤＦＰＬ　　　　　ダイアフラム

・ＦＰＬ　　　　　　フランジプレート

・ＳＰＬ　　　　　　スプライスプレート

・ＡＢ　　　　　　　アンカーボルト

・ＨＴＢ　　　　　　高力ボルト

・ＷＰＬ　　　　　　ウェブプレート

・ＣＨＰＬ　　　　　チェッカープレート

・ＲＰＬ　　　　　　ガセットプレート

・ＴＢ　　　　　　　ターンバックル

・Ｗ　　　　　　　　溶接記号（§４参照）

・ＧＰＬ　　　　　　ガセットプレート

・ＦＢ　　　　　　　フラットバー

・ＢＨ　　　　　　　組立てＨ形鋼

ＭＣ－ＢＬ－１Ｂ

ＧＣ－ＢＬ－１Ｂ

(－３)

ＭＣ－ＢＩ－１Ｂ

ＧＣ－ＢＩ－ 1 Ｂ

＋１２

ｔ / ４≦ｓ≦１０

Ｄ＝（ｔ‐２） / ２

（Ｓ）０≦ΔＳ≦０．５Ｓ

　　１．フランジPL面もしくはウェブPL面で、段差１㎜を超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。

（ 不 許 複 製 ）2021年2月1日作成http://fasa-net.jp TEL(06)6763-8205 FAX(06）6763-8206 http://www.kse-web.com/

　　１．GPL，RPLは材種・版厚とも小梁のWPLと同等以上とする。

（販売元）一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 （発行元）一般社団法人関西建築構造設計事務所協会

sawamura-shigenori
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ウェブの継手は設計図書による

２４００以下を原則とする

継手リストによる

柱溶接後切断

柱現場継手位置

通しダイアフラム

梁現場継手位置

　柱径が異なる場合ｄ

直行梁

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

直交梁

下向き溶接とする

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

柱が角形鋼管の場合柱がＨ形鋼の場合

余長はネジ山３以上
すべて座金付き二重ナットとする

無収縮モルタル流し込み
Ｐ－ｄＬ

無収縮モルタル流し込み

ｐ
ｐ

ｅ

ｐ
ｐ

ｌ

ｌ
ｅ

Ｂタイプ　　（間柱等二次部材）Ａタイプ　　（主柱）

Ｌ

継手

デッキプレート受け

部分溶込み溶接

アークスタッド溶接

アークスタッド溶接

ｌ

直交梁

開先形状は
設計図書による。

ｅ

ウェブは継手リストによる

補強プレート

前後

３０°

建方用ボルト 通しダイアフラム

通しダイアフラム

アンカーフレームを使用す
る場合は設計図書による。

既製品（評価品）を用いた場合

ハイリング、フリードーナツ

ＯＳリング等　使用可

通しダイアフラム

座金

PL-e

PL-b

PL-b

柱FPL

W ，W  or W W ，W  or W 

W ，W  or W 

T f

PL-c

cTf

cTf

PL-a

PL-d

cTf

梁FPL

PL-c

PL-c
cTf

PL-c
継手リストによる

W ，W  or W 

W ，W  or W 

板曲げ加工半径ｒは、
フランジ板厚の10倍以上とする。

WPL

梁FPL

PL-a

1,000

ＨＴＢ継手

W ，W  or W 

PL-c

ガス抜穴20φ

PL-d

R（曲率半径）

W ，W  or W 

W ，W  or W 

W ，W  or W 

W ，W  or W 

直交梁用PL-b

PL-b

PL-b

W ，W  or W 

PL-d

PL-b

PL-b

梁FPL現場溶接継手

Gは§4-2による

柱FPL現場溶接継手

2PL-

（PL－　　　）

（　－M　　）

GPL-t

PL-6かつt/2以上

PL-d

PL-e

W ，W  or W 

BPL

D16を切断し天端をそろえる

中心塗りモルタル200角
又は200φ以上とする

（Aタイプも同じ）

（Aタイプも同じ）

無収縮モルタルの強度はRC柱型
のコンクリート強度以上とする。

補強PL材質強度はAB､BPL以上

AB BPL

補強PL厚さｔはBPL厚さの1/2程度かつ9以上

W ，W  or W 

W ，W ，W
W  or

（φ≦0.1Ｈ） （0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）

PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）

Aタイプ　　 Bタイプ　　

Cタイプ　　 Dタイプ　　（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ） （0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）

PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面） PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）

又は同厚さ以上（片面）

Fタイプ　　Eタイプ　　（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ）

2PL（設計図による）

W orW

W orW

H/4

H/4

焼抜きせん溶接　＠≒300

FB-65×9

h,p ,p　設計図書による

Cタイプ（ブロック壁の場合）　　Bタイプ（軽微なRC壁の場合）　　Aタイプ（標準）　　

サイズ0.5d

D13以下 FB-65×6

構造設計一級建築士　第   2337 号
麻植　健作　

ＴIＴＬＥ

ＳＨＥＥＴ ＮОＳＥＡＬ
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【倉庫棟】　鉄骨工作標準図（２）
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符号 部　　材
本数径 ｔ

ＧＰ

ｌｅ 脚長 Σｌ

溶接高力ボルト

h≧4.0d

p　≧5.0d

7.5d≦p ≦300

a　≧40

a　≧100

e≧40

d≧2.5t

以上イ

ｃ ｃ

ｃ　－　ｃ　断面

ａ　－　ａ　断面

ｂ　－　ｂ　断面

ロ

ａ
ａ

イ

ｂ ｂ

６－２

梁 通 し

６－４

柱 通 し

６－３

仕 口 と 継 手

６－５

現場溶接継手

イ

ロ

イ

１）　パネルゾーンのＰの厚さ

２）　出寸法

３）　注記

１．ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク

　　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

　　じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。

２．ｄ（６－２項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

　　同材質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

　　のゆるい場合（１／６程度）は不要。

§６　　柱梁接合部及び継手

６－１

勾 配 屋 根
イ

設
計

図
に

よ
る

３
０
～
５
０

設
計

図
に

よ
る

４．ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す

　　ること。（告示１４６４）

５．現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

§７　　柱　脚

§８　　壁面ブレース

３．床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

２．丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格品を使用する。

§９　その他

３φ以上

φ φ Ｗ

Ｗ
３φ

Ｈ Ｈ

１

ｔ０

３φ

Ｗ

Ｗ
φ

φ

２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則とする。

　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）

１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

　　ＢＨとする。

Ｈ

ｌ

９－１

貫 通 補 強

Ｈ

・合成スラブの場合はメーカー仕様による。

９－２

デッキプレート

ｅ ｅｐ

ｔ

ａ

９－３

スタッドジベル

ｐ ｐ

ｈ

Ｈ

１

ｄ

ａ

９－４

壁筋の溶接

１ １
２

２

２

２

１

２

１

１

１

１

１

１

ロ

腰折れ柱

ロ

Ｈ

Ｈ

ａ１ ａ１

ｄ

ｔ

３
０
～
５
０

２５

アンカーボルトの施工に誤差が

φ
Ｗ

Ｗ１

１

φ

１
５

０
以

上
が

　
望

ま
し

い

ある場合は台直しはせず右図の
様に補強する。

（せん断力を負担させる場合も同様）

（ 不 許 複 製 ）2021年2月1日作成http://fasa-net.jp TEL(06)6763-8205 FAX(06）6763-8206 http://www.kse-web.com/

1
0
0
以

上
が

望
ま

し
い

２ ３ ４

W

W

２

２

W１

２ ３ ４

２ ３ ４

W１

W

W

１

１

１W

TfT d

W２以上W

W

W１

１

１

２ ３ ４

２ ３ ４

10

30

30

10

６－６

そ の 他

７－１

一 般 柱 脚

８－１

ブレースリスト

２ ３ ４

２ ３ ４

２ ３ ４

２ ３ ４

２ ３ ４

W

W

W

１

１

１

1
5
0
以

上
が

 
望

ま
し

い
 

２ ３ ４

２

２

１

W

W
W

W２

G

35

W１G

W２

W２

G

W２

1
5
0
以

上
が

 
望

ま
し

い
 

W２

（通しダイアフラム）

（鉛直スチフナ）

（水平スチフナ）

（内ダイアフラム）

（折れ曲がり部）

１．PL－a

２．PL－b

３．PL－c

４．PL－d

５．PL－e

上下柱のFPLの厚い方より１サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより１サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより２サイズUP以上かつ柱のFPL以上

梁（柱）のFPLより１サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより１～２サイズUP以上

イ　25㎜かつcTf以上

ロ　cTd≦25の場合　25

　　cTd≧28の場合　30

３．ハンチ部でFPLを折曲げる場合はR≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配

２ ３ ４

W１
W

W
１

１

１．GPLの最小幅ｌｅが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

２ ３ ４

１

４２ ３

2φかつ100＋φ

2φかつ100＋φ 2φかつ100＋φ

W

W 1.5ｔ０

３ ４

３ ４

W

45°以上

≒30

３．貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL＋補強PL）

　　0.5H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

5 0以上

5 0以上

１

１ ２

65

15

50

5d 5d

5d

d

P＝鉄筋間隔
W ｌ＝5050

ｐ

鉄骨工作標準図（２）　　２０２１年度版

（販売元）一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 （発行元）一般社団法人関西建築構造設計事務所協会
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プ
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本数

ボルト

総

本数

ボルト

P

タ 

イ 

プ

内 側 添 板外 側 添 板 添　　板

フ　　ラ　　ン　　ジ ウ　　ェ　　ブ

t× × ×H - tA B
1lt a22 2

4PL-

× ×21 1 1lt

2PL-

a × × lt

2PL-

a 2311× ×

梁400N級鋼 梁490N級鋼

1 2
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高
力
ボ
ル
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径
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プ

総

本数

ボルト

総

本数

ボルト

P

タ 

イ 

プ

内 側 添 板外 側 添 板 添　　板

フ　　ラ　　ン　　ジ ウ　　ェ　　ブ

× × 1lt a22 2

4PL-

× ×21 1 1lt

2PL-

a × × lt

2PL-

a 2311

× × ×H - tA B t1 2

採　
　

用

主　　　　　材
高
力
ボ
ル
ト
径

P

タ 

イ 
プ

総

本数

ボルト

総

本数

ボルト

P

タ 

イ 
プ

内 側 添 板外 側 添 板 添　　板

フ　　ラ　　ン　　ジ ウ　　ェ　　ブ

× × ×H - tA B t1 2

× × 1lt a22 2

4PL-

× ×21 1 1lt

2PL-

a × × lt

2PL-

a 2311

（ SCSSｰH97に 準 拠 ）

継
手
番
号

採　
　

用

継
手
番
号

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　Ｈ型鋼継手標準図
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l1l1

l1l1

l1l1

l1l1

l1l1

l1l1

l1 （a ）1

（a ）1

1（a ）

l1l1

l1l1

1（a ）

（a ）1

（a ）1

（a ）1

（a ）1

l2

P
P

〃
P

P
〃a 

a 
3

3

l2

Pa 3

l

a 3

2l2

a 3 80
(5
0)

l2

a 3
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　　　　一級建築士　第 254743 号　　

（ロ）第２４４９号
A1：     A3：     07

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　ＭＡＸウエブレン　標準仕様書
24

　　　　　　　　　　：大梁、小梁とも開孔補強

１．一般事項　

　　　　標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

　（２）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」及

　　　　び「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5）鉄筋コンクリート工事」による。

２．適用範囲

　（１）使用材料

　　　　a）コンクリート設計基準強度

　　　　　　21≦Ｆc≦80Ｎ/ｍｍ

　　　　b）主筋

　　　　　　普通鉄筋のうち以下の種類

　　　　　　　SD295A, SD295B, SD345, SD390, SD490

　　　　　　高強度鉄筋のうち以下の種類

　　　　　　　SD590, SD685 ただし、建築基準法第37条第二号の規定に基づく国土交通大臣認定品

　　　　c）あばら筋

　　　　　　普通鉄筋のうち以下の種類

　　　　　　　SD295A, SD295B, SD345, SD390

　　　　　　高強度鉄筋のうち以下の種類

　　　　　　　685Ｎ/ｍｍ ,785Ｎ/ｍｍ 級または1275Ｎ/ｍｍ 級高強度鉄筋のうち、建築基準法第37条第

　　　　　　　二号の規定に基づく国土交通大臣認定品

　　　　d）開孔補強筋

　　　　　　　ストロングフープ用棒鋼（MSRB-0005）KSS785

　（２）開孔径および位置

　　　　a）開孔径　Ｈ

　　　　　　あばら筋に普通強度鉄筋を用いる梁　　　100ｍｍ≦Ｈ≦750ｍｍ

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いる梁　　　　100ｍｍ≦Ｈ≦450ｍｍ

　　　　　　開孔の形状は円形または多角形とし、梁成の1/3以下とする。

　　　　　　（多角形の場合は外接する円形とみなす。）

　　　　b）開孔中心間距離　Ｌ

　　　　　　開孔中心間距離は、開孔径の3倍以上とする。また、隣り合う開孔径が異なる場合には、

　　　　　　双方の開孔径の平均値の3倍以上とする。

　　　　c）柱際から開孔中心までの距離　Ｌ’

　　　　　　柱面から梁せい以上離すこととする。

        d）へりあきの最小寸法

　　　　　　梁せい　450ｍｍ≦Ｄ＜700ｍｍ　　　へりあき 175ｍｍ

　　　　　　梁せい　700ｍｍ≦Ｄ＜900ｍｍ　　　へりあき 200ｍｍ

　　　　　　梁せい　900ｍｍ≦Ｄ　　　　　 　　へりあき 250ｍｍ

　　　e）梁が交差する場合の梁面から開孔中心までの距離

　　　　　開孔補強筋が直交する梁の配筋と干渉しない範囲で開孔を設けることができる。

　　　　　　　　　　　筋が直交する梁の配筋に

　　　　　　　　　　　干渉しない範囲で開孔可。

３．標準配筋図

　（１）ＭＡＸウエブレンの取り付け位置

　　　　　ＭＡＸウエブレンはあばら筋の内側に取り付ける。

　　　　　3枚以上施工する場合は中子筋へ取り付けるか、

　　　　　開孔補強筋を連続固定できるＪ筋（ジョイント

　　　　　金具）により施工する。

　（２）孔際あばら筋

　　　　　孔際あばら筋は、原則として一般部あばら筋と同

　　　　　種、同径、同本数とし、開孔部の両側に１組以上

　　　　　配筋する。位置は開孔縁から設計かぶり厚さを確

　　　　　保した位置に１組目を配筋し、複数組配筋する場

　　　　　合は、その間隔を50ｍｍとする。

４．大開孔時の補強方法

　　　　　開孔径が400ｍｍ以上で主筋とＭＡＸウエブレンの

　　　　　最外位置との間隔が梁せいの1/3以上となる場合

　　　　　は右図に示す補強を行う。なお、この補強が必要

　　　　　となる条件は(財)日本建築センターの評定時に指

　　　　　導された最低基準であるので、開孔位置等の状況

　　　　　によっては図に示す数値以下であっても補強が必

　　　　　要となる場合がある。従って開孔部の上下補強に

　　　　　ついては設計担当者と協議検討のうえ決定する。

５．施工要領

　（１）標準的な施工順序

　　　a）ＲＣ造　　　1) 開孔位置の芯出しを行う。

　　　　 （例）　　  2) ＭＡＸウエブレンをあばら筋内に挿入し、枝鉄

　　　　　　　　　　　筋を下側または上側に向け所定の位置に固定する。

　　　ｂ）ＳＲＣ造   1) あばら筋の配筋前に、鋼管スリーブにＭＡＸウエ

　　　　 （例）　　　 ブレンを掛け、仮置きする。

　　　　　　　　　   2) あばら筋を配筋後、枝鉄筋を下側または上側に

　　　　　　　　　　　向け所定の位置に固定する。

　（２）ＭＡＸウエブレンの取り付け方向

　　　　　ＭＡＸウエブレンはあばら筋に対して環状鉄筋が45°になるよう
　　　　　に取り付ける。　　　

Ｄ

柱 柱

H
H

梁

Ｌ’ Ｌ

大梁

大梁 大梁

大梁 大梁小梁 小梁

柱

柱 柱

柱柱

2枚の場合 1枚の場合 3枚の場合

MAXウエブレン
MAXウエブレン

MAXウエブレン

孔際あばら筋
一般部あばら筋

dd：設計かぶり厚

X：一般部あばら筋ピッチ

dd dd
50 50X X X X

C1 C2

dd：設計かぶり厚

X：一般部あばら筋ピッチ X X X X X X X X
dd dd

50

50

50

50

開孔部上下の補強筋

　型で、一般部あばら筋

と同径、同種。

間隔は、一般部以下

Ｄ１９以上で開孔縁からの長さは

定着最小長さ以上

梁
せ
い

の
1
/
3
以

上
梁

せ
い

の
1
/
3
以

上

孔際あばら筋 孔際あばら筋

孔際あばら筋 孔際あばら筋

MAXウエブレン MAXウエブレン

MAXウエブレン MAXウエブレン

主筋 主筋

主筋 主筋

枝鉄筋 枝鉄筋

（RC造例） （SRC造例）

45°

（可） （不可）

梁貫通孔補強材 ＭＡＸウエブレン標準仕様書

2

2 2 2

　　　　　　　　　　：柱面から梁せい以上離す。

　（１）本仕様書は、(財)日本建築センターの一般評定「BCJ評定-RC0097-06」に適合するように
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梁貫通孔補強材 ＭＡＸウエブレン　寸法・重量表

d40型(かぶり厚40ｍｍ仕様　単位ｍｍ) d50型(かぶり厚50ｍｍ仕様　単位ｍｍ)d50型(かぶり厚50ｍｍ仕様　単位ｍｍ)

呼び径 開孔径 適用孔径 S6-2R S8-2R S10-2R S13-2R S16-2R S16-3R 呼び径 開孔径 適用孔径 S6-2R S8-2R S10-2R S13-2R S16-2R S16-3R 呼び径 開孔径 適用孔径 S10-2R S13-2R S16-2R S16-3R

内環 193 195 197 200 203 203 内環 213 215 217 220 223 223 内環 530 533 536 536 

中環 363 中環 383 中環 696 

外環 265 275 297 330 363 523 外環 285 295 317 350 383 543 外環 630 663 696 856 
100 106φ 86 ～ 106 100 106φ 86 ～ 106 400 420φ 400 ～ 420

縦外形 307 310 322 339 356 504 縦外形 335 338 350 367 384 532 縦外形 792 810 827 975 

横外形 333 339 358 386 414 512 横外形 361 367 386 414 442 541 横外形 829 857 885 983 

重量 ㎏ 0.49 0.78 1.22 2.24 3.69 6.54 重量 ㎏ 0.54 0.84 1.32 2.42 3.95 6.92 重量 ㎏ 2.72 4.91 7.86 12.78 

内環 219 220 222 225 228 228 内環 239 240 242 245 248 248 内環 580 583 586 586 

中環 388 中環 408 中環 746 

外環 291 300 322 355 388 548 外環 311 320 342 375 408 568 外環 680 713 746 906 
125 132φ 112 ～ 132 125 132φ 112 ～ 132 450 470φ 450 ～ 470

縦外形 344 345 357 374 391 539 縦外形 372 374 385 402 419 567 縦外形 863 880 897 1045 

横外形 369 375 393 421 449 548 横外形 398 403 422 450 478 576 横外形 900 928 956 1054 

重量 ㎏ 0.55 0.85 1.33 2.44 4.00 7.00 重量 ㎏ 0.59 0.92 1.43 2.61 4.26 7.39 重量 ㎏ 2.95 5.30 8.48 13.72 

内環 245 246 248 251 254 254 内環 265 266 268 271 274 274 内環 634 637 640 640 

中環 414 中環 434 中環 800 

外環 317 326 348 381 414 574 外環 337 346 368 401 434 594 外環 734 767 800 960 
150 158φ 138 ～ 158 150 158φ 138 ～ 158 500 524φ 504 ～ 524

縦外形 381 382 394 411 428 576 縦外形 409 411 422 439 456 604 縦外形 940 957 974 1122 

横外形 406 411 430 458 486 584 横外形 434 440 458 486 514 613 横外形 976 1004 1032 1130 

重量 ㎏ 0.60 0.93 1.45 2.65 4.33 7.49 重量 ㎏ 0.64 1.00 1.55 2.82 4.59 7.88 重量 ㎏ 3.19 5.73 9.15 14.73 

内環 270 271 273 276 279 279 内環 290 291 293 296 299 299 内環 692 695 698 698 

中環 439 中環 459 中環 858 

外環 342 351 373 406 439 599 外環 362 371 393 426 459 619 外環 792 825 858 1018 
175 183φ 163 ～ 183 175 183φ 163 ～ 183 550 582φ 562 ～ 582

縦外形 416 418 429 446 463 611 縦外形 444 446 457 474 492 639 縦外形 1022 1039 1056 1204 

横外形 441 447 465 493 521 620 横外形 470 475 494 522 550 648 横外形 1058 1086 1114 1212 

重量 ㎏ 0.65 1.01 1.56 2.85 4.64 7.96 重量 ㎏ 0.69 1.08 1.66 3.02 4.90 8.34 重量 ㎏ 3.45 6.20 9.88 15.81 

内環 296 297 299 302 305 305 内環 316 317 319 322 325 325 内環 740 743 746 746 

中環 465 中環 485 中環 906 

外環 368 377 399 432 465 625 外環 388 397 419 452 485 645 外環 840 873 906 1066 
200 209φ 189 ～ 209 200 209φ 189 ～ 209 600 630φ 610 ～ 630

縦外形 453 454 466 483 500 648 縦外形 481 483 494 511 528 676 縦外形 1089 1107 1124 1272 

横外形 478 483 502 530 558 656 横外形 506 512 530 558 586 685 横外形 1126 1154 1182 1280 

重量 ㎏ 0.70 1.09 1.68 3.06 4.96 8.44 重量 ㎏ 0.74 1.16 1.78 3.23 5.22 8.83 重量 ㎏ 3.66 6.58 10.48 16.71 

内環 322 323 325 328 331 331 内環 342 343 345 348 351 351 内環 792 795 798 798 

中環 491 中環 511 中環 958 

外環 394 403 425 458 491 651 外環 414 423 445 478 511 671 外環 892 925 958 1118 
225 235φ 215 ～ 235 225 235φ 215 ～ 235 650 682φ 662 ～ 682

縦外形 490 491 503 520 537 685 縦外形 518 519 531 548 565 713 縦外形 1163 1180 1197 1345 

横外形 515 520 539 567 595 693 横外形 543 549 567 595 623 722 横外形 1199 1227 1255 1354 

重量 ㎏ 0.75 1.17 1.79 3.26 5.29 8.93 重量 ㎏ 0.80 1.24 1.89 3.43 5.55 9.32 重量 ㎏ 3.90 6.99 11.13 17.69 

内環 348 350 353 356 356 内環 368 370 373 376 376 内環 830 833 836 836 

中環 516 中環 536 中環 996 

外環 428 450 483 516 676 外環 448 470 503 536 696 外環 930 963 996 1156 
250 260φ 240 ～ 260 250 260φ 240 ～ 260 700 720φ 690 ～ 720

縦外形 526 538 555 572 720 縦外形 555 566 583 600 748 縦外形 1217 1234 1251 1399 

横外形 556 574 602 630 729 横外形 584 603 631 659 757 横外形 1253 1281 1309 1407 

重量 ㎏ 1.25 1.91 3.46 5.60 9.40 重量 ㎏ 1.32 2.01 3.63 5.86 9.79 重量 ㎏ 4.07 7.29 11.60 18.40 

内環 374 376 379 382 382 内環 394 396 399 402 402 内環 860 863 866 866 

中環 542 中環 562 中環 1026 

外環 454 476 509 542 702 外環 474 496 529 562 722 外環 960 993 1026 1186 
275 286φ 266 ～ 286 275 286φ 266 ～ 286 750 750φ 730 ～ 750

縦外形 563 575 592 609 757 縦外形 592 603 620 637 785 縦外形 1259 1276 1293 1441 

横外形 592 611 639 667 765 横外形 621 639 667 695 794 横外形 1296 1324 1352 1450 

重量 ㎏ 1.33 2.02 3.67 5.92 9.89 重量 ㎏ 1.40 2.12 3.84 6.18 10.27 重量 ㎏ 4.20 7.53 11.97 18.96 

内環 400 402 405 408 408 内環 420 422 425 428 428 

中環 568 中環 588 

外環 480 502 535 568 728 外環 500 522 555 588 748 ※　孔径判別・腐食防止用キャップをスリーブ受けの枝鉄筋300 312φ 292 ～ 312 300 312φ 292 ～ 312
縦外形 600 611 629 646 794 縦外形 628 640 657 674 822 

 　 　2箇所に装着しております。(下表参照)横外形 629 648 676 704 802 横外形 657 676 704 732 830 

重量 ㎏ 1.41 2.14 3.88 6.25 10.37 重量 ㎏ 1.48 2.24 4.05 6.51 10.76 

内環 426 428 431 434 434 内環 446 448 451 454 454 

中環 594 中環 614 孔径別キャップ色分け表
外環 506 528 561 594 754 外環 526 548 581 614 774 

325 338φ 318 ～ 338 325 338φ 318 ～ 338 黄　 　100φ、225φ、350φ、600φ縦外形 637 648 665 682 830 縦外形 665 676 694 711 859 

横外形 666 685 713 741 839 横外形 694 713 741 769 867 青　 　125φ、250φ、400φ、650φ
重量 ㎏ 1.49 2.25 4.08 6.57 10.86 重量 ㎏ 1.56 2.36 4.25 6.83 11.25 白　 　150φ、275φ、450φ、700φ

内環 458 460 463 466 466 内環 478 480 483 486 486 赤　 　175φ、300φ、500φ、750φ
中環 626 中環 646 

黒　 　200φ、325φ、550φ外環 538 560 593 626 786 外環 558 580 613 646 806 
350 370φ 344 ～ 370 350 370φ 344 ～ 370 ※緑　 　S8-2R・S13-2Rのみ各孔径の枝鉄筋１箇所に装着縦外形 682 693 711 728 876 縦外形 710 722 739 756 904 

横外形 711 730 758 786 884 横外形 739 758 786 814 912 

重量 ㎏ 1.59 2.40 4.34 6.97 11.46 重量 ㎏ 1.66 2.50 4.51 7.23 11.84 
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・ 本 工 事 に お い て 施 工 者 は 、 詳 細 な 杭 工 事 施 工 図 及 び 施 工 要 領 書 （ 計 画 書 ） を 作 成 し 、

　 監 理 者 の 承 認 を 得 た 後 、 杭 工 事 施 工 に 着 手 出 来 る 。

・ 施 工 に 際 し て は 、 通 り 心 よ り 各 杭 中 心 位 置 を 正 確 に 求 め て 、 確 実 に 高 精 度 の 杭 施 工

　 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

・ 杭 中 心 位 置 を 実 測 し て マ ー ク （ 杭 の 位 置 決 め ） を 設 け る 。 　

・ マ ー ク 後 確 実 を 得 る 為 日 時 を 変 え て 別 の 作 業 員 が 再 度 確 認 し 、 誤 差 の な い 事 を 厳 し く

　 再 測 定 す る 事 。 こ の 時 、 杭 中 心 間 の 対 角 線 長 も 測 定 確 認 す る 事 。

・ 杭 打 設 後 、 施 工 図 に 示 さ れ た 位 置 と の 施 工 誤 差 （ 偏 心 量 ） を 正 確 に 実 測 し て 、 結 果

　 及 び 理 由 書 を 直 ち に 監 理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

・ 偏 心 杭 が 発 見 さ れ た 場 合 は 、 直 ち に 施 工 者 は 監 理 者 に そ の 旨 を 報 告 す る と 共 に 、 請

　 負 者 に て 、 地 中 梁 及 び 基 礎 の 補 強 計 画 書 、 補 強 要 領 図 の 作 成 を 行 い 製 本 承 認 書 類 と

　 し て 、 ３ 部 監 理 者 に 提 出 し て 、 監 理 者 の チ ェ ッ ク を 受 け 承 認 を 得 て か ら 配 筋 等 の 加

　 工 を 開 始 す る 事 。 承 認 を 得 ら れ な い 限 り 、 配 筋 等 の 加 工 は 認 め な い 。 又 工 期 を 理 由

　 に 加 工 を 開 始 す る 事 も 認 め な い 。

・ 補 強 工 事 費 （ 補 強 計 算 、 補 強 要 領 図 の 作 成 、 書 類 の 作 成 、 各 部 の 配 筋 の 補 強 工 事 等

　 の 全 て を 含 む ） 及 び 監 理 者 の 杭 偏 心 に 対 し て 行 う チ ェ ッ ク 費 用 の 全 て は 、 請 負 者 の

　 負 担 と す る 。

・ 地 中 に 設 計 図 書 に な い 埋 設 物 や 転 石 等 の 地 中 障 害 物 を 発 見 し た り 、 又 は そ れ ら を 避

　 け な が ら 施 工 し な け れ ば な ら な い 事 が 判 明 し た 時 は 、 直 ち に 監 理 者 に 報 告 し 指 示 書

　 を 得 て か ら 施 工 す る 事 。 監 理 者 の 指 示 書 な し に 、 無 断 で 施 工 し て は な ら な い 。

・ 杭 心 の 偏 心 量 が 著 し い 場 合 は 、 杭 の 耐 力 等 の 検 討 も 必 要 な 場 合 が あ る の で 監 理 者 と 十 分 協 議 し 承 認

を 得 る 事 と す る 。

・ 柱 中 心 よ り 外 部 方 向 へ の 杭 移 動 に つ い て は 、 端 あ き 寸 法 を 確 保 出 来 る よ う 、 ベ ー ス の 増 打 補 強 を 行 う

事 と し 、 増 打 寸 法 が ５ ０ ｍ ｍ 以 下 の 場 合 は 無 筋 コ ン ク リ ー ト 補 強 、 ５ ０ ｍ ｍ を 越 え る 場 合 は

ベ ー ス 筋 と 同 径 の 鉄 筋 に よ り 、 補 強 を 施 す 事 と す る 。 鉄 筋 ピ ッ チ は 設 計 図 書 ピ ッ チ 以 下 と す る 。

・ 平 面 的 な 杭 の 偏 心 に つ い て 、 杭 の 反 力 中 心 の 移 動 に よ る 偏 心 モ ー メ ン ト 処 理 は 地 中 梁 で 行 う 事 と す る 。

Ｃ Ａ Ｓ Ｅ － ３

Ｃ Ａ Ｓ Ｅ － ４

（ 下 図 参 照 ）

（ 下 図 参 照 ）

　 杭 天 端 が ベ ー ス 底 ＋ ５ ０ ～ １ ０ ０ に て 納 ま っ て い る 場 合 は 、 特 に 補 強 検 討 を 要 し な い 。

・ 設 計 図 に て 指 示 さ れ て い る ベ ー ス 底 ＋ １ ０ ０ ㎜ を 杭 の 天 端 と す る こ と が 原 則 で あ る が 、

・ 上 記 補 強 、 補 修 に つ い て は 、 補 強 要 領 書 の 作 成 を 行 い 、 監 理 者 の 承 認 を 受 け る こ と 。

　 又 こ れ に 関 わ る 費 用 は 請 負 者 の 負 担 と す る 。

Ｃ Ａ Ｓ Ｅ － ２

Ｃ Ａ Ｓ Ｅ － １

（ 下 図 参 照 ）

・ 平 面 的 杭 の 偏 心 、 杭 天 端 レ ベ ル に 応 じ て 、 基 礎 単 位 で 基 礎 の 形 状 を 、 安 全 側 に 変 形 さ せ て

　 補 強 等 を 行 う 事 。

（ ７ ） 　 総 合 判 定

（ ３ ） 　 杭 施 工 後

（ ４ ） 　 そ の 他

（ ６ ） 　 杭 天 端 レ ベ ル に 対 す る 検 討 要 項

（ ５ ） 　 偏 心 杭 に 対 す る 検 討 要 項

（ １ ） 　 原 則

（ ２ ） 　 杭 施 工 前

杭 施 工 に 於 け る 標 準 仕 様 書

　 杭 天 端 が ベ ー ス 底 ＋ １ ０ ０ を 超 え ＋ ２ ０ ０ 迄 は ベ ー ス 厚 さ を 杭 天 端 位 置 － １ ０ ０ か ら 確 保 す る 事 。

　 杭 天 端 が ベ ー ス 底 ＋ ５ ０ 未 満 で か つ － ２ ０ ０ 迄 の 場 合 は ベ ー ス 底 位 置 を 杭 天 端 － １ ０ ０

　 の 位 置 迄 掘 下 げ る も の と し て 基 礎 の レ ベ ル を 全 体 に 下 げ る 事 。

　 杭 天 端 が ベ ー ス 底 － ２ ０ ０ を 超 え て さ ら に 深 止 り を し た 場 合 、 又 は ＋ ２ ０ ０ を 超 え 高 止 り

　 を し た 場 合 は 監 理 者 の 指 示 に 従 う 事 。

　 施 工 時 の 精 度 に よ り 、 相 違 が 生 じ た 場 合 は 、 下 記 の 要 領 に て 判 定 し 、 補 強 又 は 補 修 を 行 う 事 と す る 。

sawamura-shigenori
テキスト ボックス
23



構造設計一級建築士　第   2337 号
麻植　健作　

ＴIＴＬＥ

ＳＨＥＥＴ ＮОＳＥＡＬ

一級建築士登録　第８５５８０号 藤田　泰蔵

ＴIＴＬＥ藤 田 建 築 設 計 事 務 所
ＴＥＬ：０７４９－６３－４５００ ＦＡＸ：０７４９－５６－３０１８

一級建築士事務所
滋賀県 知事 登録

滋 賀県長 浜市 口分 田 町３５０ 番 地７

ＳＣＡＬＥ ＣＨＥＣＫ ＤＥＡＴ ＤＲＡＷＮ ＤＥＡＴ

Ｓ

ＭＥＭＯ

　　　　一級建築士　第 254743 号　　

（ロ）第２４４９号
10

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

【倉庫棟】　ＦＰ－ＢＥＳＴＥＸ工法　特記仕様書
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設計ＧＬ

ボーリング柱状図　No,2

ボーリング調査位置図
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【倉庫棟】　ボーリング調査位置図・柱状図No,2
24

計画建物（防災倉庫棟）
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※　設計ＧＬ　＝　ＫＢＭ＋０．０２ｍ

設計ＧＬ KBM
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杭芯

杭芯杭芯 杭芯 杭芯杭芯 杭芯 杭芯

基礎伏図 1/100 １階柱Ｒ階床梁伏図 1/100

1/100杭伏図

※　梁及び柱ジョイント位置は、現場状況、搬入条件等考慮の上、

　　原寸図・施工図作成時に調整し、係員承認後最終決定とする。
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【倉庫棟】　杭伏図・基礎伏図・１階柱Ｒ階床梁伏図
24

・　本図面は見上げ図とする。

・　特記無き小梁・間柱配置は均等割付とする。

折板方向を示す。

折板方向を示す。

既製品：アルミ庇
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Ｂ２ Ｂ２
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ＣＧ２

ＣＢ１

ＣＢ１

ＣＢ１

ＣＢ１

ＣＢ１

ＣＢ１

ＣＢ１

Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２
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Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１
Ｂ２ＡＣＢ１

・　　Ｄ　　・・・　土間コンクリート　ｔ＝１５０　Ｓ１０＠２００（シングルクロス）　を示す。

伏図共通事項・凡例

・　　　　：ジョイント位置を示す。　　

・　　　　：水平ブレース１－Ｍ１６を示す。（TB付・JIS規格品）

・　　　　　柱－梁剛接合を示す。

・　　　　　梁－梁ピン接合を示す。

・　　　　　梁－梁剛接合を示す。

・ボ 　ル 　ト <特殊高力ボルトトルシア型>　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ

：

：

　ＳＳＣ４００ <軽量型鋼>

：　ＳＮ４９０Ｃ <通しダイヤフラム>

・コンクリート ：

：

：

：　ＳＤ３４５　<Ｄ１９以上>

Ｆｃ２１（Ｎ／ｍ㎡）

Ｆｃ１８（Ｎ／ｍ㎡）

継手はガス圧接継手とする。

継手は重ね継手とする。・鉄　　　　筋

＜基礎，地中梁，柱型＞

＜土間・捨コンクリート＞

使　用　材　料

　ＳＤ２９５　<Ｄ１６以下>

：

：

・鉄　　　　骨 <柱>

　ＳＳ４００ <大梁・小梁・間柱>

　ＢＣＲ２９５

※　土間下は、地盤改良（改良厚　６００）を行うこと。

・　　　　　・・・　節杭（上杭φ３０４５　Ｂ種　Ｌ＝９．０ｍ　＋下杭　φ３０４５　Ａ種　Ｌ＝９．０ｍ）　を示す。
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Ｃ１ Ｃ２

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

壁芯 柱芯 壁芯柱芯 壁芯 柱芯 壁芯柱芯壁芯 柱芯 壁芯柱芯

壁芯柱芯柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 壁芯 壁芯柱芯柱芯 柱芯 柱芯柱芯 柱芯 柱芯壁芯 柱芯
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Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ ＪＪ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ ＪＪ Ｊ

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端
設計ＧＬ

1/1001/100

1/100 1/100 1/100

Y1通軸組図 Y2通軸組図

X2通軸組図X1通軸組図 X3通軸組図

　　　　　：開口周り　２Ｃ－１００×５０×２０×２．３

　　　　　　または、　□－１００×１００×２．３

　必要に応じ下記の仕様にて配置する事。

・　外壁胴縁材は横胴縁とし意匠図確認の上、

　　　　　：ＲＣ壁立上天端レベルを示す。

　　　　　：　Ｃ－１００×５０×２０×２．３（＠　６０６）

　　　　　　２Ｃ－１００×５０×２０×２．３（＠　適 宜 ）
※　梁ジョイント位置は、現場状況、搬入条件等考慮の上、

　　原寸図・施工図作成時に調整し、係員承認後最終決定とする。

　　開口寸法に変更が生じても影響は無い。

※　開口について、開口重量として外壁荷重を入力している為
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【倉庫棟】　軸組図（１）
24

40
0

15
0

85
0

40
0

15
0

85
0

40
0

15
0

85
0

40
0

15
0

85
0

40
0

15
0

85
0

20,200

200 19,800 200

3,200 3,350 3,350 3,350 3,350 3,200

20,200

200 19,800 200

3,200 3,350 3,350 3,350 3,350 3,200

9,000

200 8,600 200

4,000 9,000

200 8,600 200

4,000 9,000

200 8,600 200

4,000

4,
90
0

10
0

5,
00
0

4,
90
0

10
0

5,
00
0

4,
90
0

10
0

5,
00
0

4,
90
0

10
0

5,
00
0

4,
90
0

10
0

5,
00
0

1,0001,000 1,000 1,0001,000 1,000 1,0001,000 1,000

800 800800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800800 800 800 800 800 800 800 800 800 800

50

1,
00
0

1,
40
0

50

1,
00
0

1,
40
0

50

1,
00
0

1,
40
0

50

1,
00
0

1,
40
0

50

1,
00
0

1,
40
0

2,867 2,8672,866

ＣＧ１ ＣＧ１ ＣＧ１

ＣＧ２ ＣＧ２ ＣＧ２ ＣＧ２

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１

ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２ＦＧ２ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２ ＦＧ２

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１

Ｐ１ Ｐ１

Ｌ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

外壁胴縁仕様

・　Ｊ：ジョイント位置を示す。　　

軸組図共通事項・凡例
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Y1 Y2

Y1 Y2 Y1 Y2 Y1 Y2

Ｇ１

Ｃ１ Ｃ２

Ｇ１

Ｃ１ Ｃ２

Ｇ１

Ｃ１ Ｃ２

Ｇ１

Ｃ１ Ｃ２

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

設計ＧＬ

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

壁芯 柱芯 壁芯柱芯

壁芯 柱芯 壁芯柱芯 壁芯 柱芯 壁芯柱芯 壁芯 柱芯 壁芯柱芯

Ｊ ＪＪ

Ｊ ＪＪ Ｊ ＪＪ Ｊ ＪＪ

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端

地中梁天端

ＢＰ下端

1/100

1/100 1/100 1/100X4通軸組図 X5通軸組図 X6通軸組図

X7通軸組図

　　　　　：開口周り　２Ｃ－１００×５０×２０×２．３

　　　　　　または、　□－１００×１００×２．３

　　　　　：ＲＣ壁立上天端レベルを示す。

　必要に応じ下記の仕様にて配置する事。

・　外壁胴縁材は横胴縁とし意匠図確認の上、

　　　　　：　Ｃ－１００×５０×２０×２．３（＠　６０６）

　　　　　　２Ｃ－１００×５０×２０×２．３（＠  適 宜 ）
※　梁ジョイント位置は、現場状況、搬入条件等考慮の上、

　　原寸図・施工図作成時に調整し、係員承認後最終決定とする。

　　開口寸法に変更が生じても影響は無い。

※　開口について、開口重量として外壁荷重を入力している為

構造設計一級建築士　第   2337 号
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【倉庫棟】　軸組図（２）
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ａ

Ｌ
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外壁胴縁仕様軸組図共通事項・凡例

・　Ｊ：ジョイント位置を示す。　　

Ｌ・ ａ ：庇補強材　□－２５０×２５０×６　Ｐ－９　２－Ｍ２０　
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X1 X2

X3

Ｆ１

ＣＢ１

Ｂ２
Ｂ２Ａ

Ｇ１Ｇ１

1/30間柱リスト

1/30地中梁リスト

柱リスト 1/30 大梁リスト 1/30

1/30小梁リスト

1/30地中梁増し打ち・土間配筋詳細図

1/ 30Ｂ２Ａ取付詳細図

＊特記無き限り、小梁仕口部のボルト間隔は、はしあき：40、ピッチ60以上とする。

＊特記無き限り、ＧＰは材種・板厚共に小梁のＷＰと同等以上とすること。

構造設計一級建築士　第   2337 号
麻植　健作　

1/30基礎リスト

1/30ＲＣ柱脚リスト

1/30水平ブレース詳細図
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【倉庫棟】　部材リスト
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溶接長 Ｌ１：５５以上

Ｌ２：８０以上

Ｄ１３　＠３００（タテヨコ共）

Ｄ１０＠２００（シングルクロス）

Ｄ１０＠２００

水平ブレース　１－Ｍ１６

羽子板：Ｐ－６　１－Ｍ１６

ＧＰ－９

１－Ｄ１３

　－Ｄ１０＠２００

増し打ちを示す。

杭頭補強筋　６－Ｄ１３
定着　40d

Ｐ－９　４－Ｍ１６
Ｐ－６Ｐ－６
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650 200 800Ｈ－１９４×１５０×６×９

□－Ｄ１３＠１００

６５０×６５０

１２－Ｄ１９

スターラップ

腹 　 筋

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

２－Ｄ１３

□－Ｄ１３　＠２００

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

２－Ｄ１３

□－Ｄ１３　＠２００

４００×８００ ４００×８００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５

８－Ｍ２２（ＡＢＲ４００）

ダブルナット締めダブルナット締め

定着長　４００

□－２５０×２５０×１２

８－Ｍ２０（ＡＢＲ４００）

ＳＳ４００ ＳＳ４００

Ｈ－４００×２００×８×１３ Ｈ－３００×１５０×６．５×９

ＧＪ　３ＧＪ　７

ＳＳ４００ＳＳ４００

Ｈ－１５０×７５×５×７

ＳＳ４００ ＳＳ４００ ＳＳ４００

Ｈ－２００×１００×５．５×８

Ｂ２Ａは、片側剛接合 溶接仕口 溶接仕口 溶接仕口

Ｈ－４００×２００×８×１３ Ｈ－１５０×１５０×７×１０ Ｈ－２００×１００×５．５×８

ＧＪ　７

□－２５０×２５０×９

定着長　４４０

ＧＪ　１

２－Ｍ１６（ＳＳ４００）

ダブルナット締め

定着長　２０ｄ

Ｐ－１６×２５０×２５０

Ｐ－６　２－Ｍ１６

ＳＳ４００

Ｐ－９　２－Ｍ１６

Ｐ－９　４－Ｍ１６

ＧＪ　　１

Ｈ－２００×１００×５．５×８

符 号

位 置

部 材

材 種

全 断 面

Ｐ１

設計ＧＬ

地中梁天端

位 　 　 置

符 　 　 号

Ｂ × Ｄ

Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ

主 　 筋

全 断 面

Ｃ１・Ｃ２

位 　 　 置

符 　 　 号

幅止め筋は　Ｄ１０＠１０００　とする。

ＦＧ１

全 断 面 全 断 面

ＧＬ－４００

ＦＧ２

符 号

位 置

１ 階

部 材

材 種

全 断 面

Ｃ１

全 断 面

Ｃ２

ベースプレート

リ ブ プレート

Ｐ－２５×４５０×４５０

Ｐ－６　Ｈ＝１００ Ｐ－６　Ｈ＝１００Ｌ

ＬＬ

Ｌ

柱 脚 詳 細

アンカーボルト

符 　 　 号

位 　 　 置 全 断 面 全 断 面

Ｇ１ Ｇ２

部 材

材 種

継 手 番 号

Ｒ 階

符 　 　 号

位 　 　 置

部 材

全 断 面

Ｂ１

材 種

全 断 面

Ｌ ＬＬ

Ｌ

全 断 面 全 断 面

継 手 番 号

全 断 面

Ｂ２・Ｂ２Ａ ＣＧ１ ＣＢ１ＣＧ２

（ＴＢ付・ＪＩＳ規格品）

Ｌ

Ｌ

Ｍ１６

Ｐ－２２×４５０×４５０

設計ＧＬ

地中梁天端

１ＦＬ

ベースプレート

柱 脚 詳 細

アンカーボルト

Ｌピ　ン　仕　口

ピ　ン　仕　口

Ｌ

Ｌ

基礎符号

杭 　 種

杭 　 径

杭 　 長

杭 先 端

杭 耐 力

杭 本 数

工 　 法

杭頭補強筋

備 　 考

杭仕様

・杭頭補強筋は上図又はメ－カ－仕様による。

・試験杭の位置及び箇所数は係員と協議の上、決定する事。
　試験杭の結果、杭仕様（杭長・杭耐力）に支障がある場
　合は設計変更する。

・杭施工はメーカーによる責任施工とする。

40
d

スタッド溶接

Ｆ１

Ｌ＝１８.０ｍ（上杭　９．０ｍ　＋　下杭　９．０ｍ）

ＧＬ－１９．３０ｍ

１４セット

ＦＰ-ＢＥＳＴＥＸ工法（認定工法）

φ３０４５

ｖＲａ＝６００ｋＮ／本

杭頭補強筋　６－Ｄ１３

Ｌ
Ｌ Ｌ

Ｌ

柱芯 ＪＯＩＮＴ壁芯 壁芯

節杭（上杭 Ｂ種　下杭　Ａ種）
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ＦＧ２

Ｃ１Ｃ１

Ｐ１

ＣＢ１

ＣＧ１
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Ｂ２Ａ

ＦＧ１

Ｇ１

Ｐ１

Ｇ１
Ｇ１

1/ 30Y1通架構詳細図

1/ 30胴縁取付詳細図

X1通架構詳細図 1/ 30
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【倉庫棟】　架構詳細図
24

裏当て金

Ｐ－６

無収縮モルタル充填

根巻：無筋コンクリート

無収縮モルタル充填

根巻：無筋コンクリート

無収縮モルタル充填

根巻：無筋コンクリート

全数フック付

１２－Ｄ１９１２－Ｄ１９１２－Ｄ１９

ｒ＝１０

Ｒ＝３５

スカラップ

Ｈ－１５０×１５０×７×１０

２Ｐ－９

Ｐ－９　２－Ｍ１６

Ｈ－２００×１００×５．５×８Ｈ－２００×１００×５．５×８
Ｇ１

２Ｐ－６

２Ｐ－６
２Ｐ－６ ２Ｐ－６

Ｂ２Ａ

折板受材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

Ｂ２Ａ

折板受材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

Ｂ２Ａ

折板受材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

Ｐ－６　２－Ｍ１６

Ｐ－６

Ｈ－１５０×７５×５×７

折板受材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

Ｐ－２２

Ｐ－２２

Ｐ－２２

Ｐ－２２

Ｐ－１９

根巻：無筋コンクリート

無収縮モルタル充填
アンカーボルト
定着長　320（20d)

頂部：ＨＯＯＰ二重巻

□－Ｄ１３　＠１００

頂部：ＨＯＯＰ二重巻

□－Ｄ１３　＠１００

全数フック付 全数フック付

頂部：ＨＯＯＰ二重巻

□－Ｄ１３　＠１００

Ｐ－６　２－Ｍ１６Ｐ－６　２－Ｍ１６

Ｈ－１５０×７５×５×７Ｈ－１５０×７５×５×７
ＣＧ２

折板受材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

Ｐ－１９ Ｐ－２２

Ｐ－２２

胴縁：
Ｃ－１００×５０×２０×２．３　＠６０６

１－Ｍ１２（中ボルト）

ネコ：
Ｌ－１２５×７５×７

Ｐ－９　２－Ｍ１６

Ｐ－６　１－Ｍ１２
（中ボルト）

Ｐ－６　１－Ｍ１２
（中ボルト）

Ｈ－４００×２００×８×１３

折板受材：
Ｃ－１００×５０×２０×２．３
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ＧＪ　　７ ＧＪ　　７ＧＪ　　７ＧＪ　　７ ＧＪ　　７

ＧＪ　　１

・特記なき軽量型鋼はＳＳＣ４００とする。

・特記なきボルトはＨＴＢ　Ｓ１０Ｔとする。

・特記なき小梁材・間柱材はＳＳ４００とする。

・特記なき大梁材はＳＳ４００とする。

共通事項

・特記なき柱材はＢＣＲ２９５とする。

・(　）内数値は、柱有効細長比を示す。

・特記なき地中梁スターラップ筋は

・特記なきダイヤフラムはＳＮ４９０Ｃとする。

　　　　□－Ｄ１３＠２００とする。

通しダイヤフラム
通しダイヤフラム

梁・ダイヤフラム溶接部 柱・ダイヤフラム溶接部

通しダイヤフラムプレート厚は、柱厚以上、
かつ取付梁フランジ厚の２サイズ以上とし、
目違いの生じない様必要厚さを調整する事。

通しダイヤフラム　共通事項

エンドタブ　共通事項

・突合せ溶接、部分溶け込み溶接の両端部には
　エンドタブを取り付ける。
・エンドタブの種類は固形タブとし、作業者は
　ＡＷ検定（代替エンドタブ技量検定）有資格者、
　又は技量付加試験合格者とする。
・上記以外の作業者が溶接を行う場合は
　スチールタブとする。
・但し、代替えエンドタブ溶接講習等の修了者は、
　係員と協議の上、承認をもって技量付加試験を

・スチールタブは母材と同厚で同開先形状とし、
　免除とする。

　溶接終了後母材より１０ｍｍ程度残して切断して
　グラインダー仕上とする。

パネルゾーン詳細図

ＪＯＩＮＴ

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

２－Ｄ１３

ＪＯＩＮＴＪＯＩＮＴ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＪＯＩＮＴ柱芯壁芯

Ｌ

Ｌ
Ｌ Ｌ

Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｌ

Ｌ

ＬＢＰ下端

設計ＧＬ

地中梁天端

ＲＧＬ
（水上）

ＲＧＬ
（水下）

ＪＯＩＮＴ ＪＯＩＮＴ

Ｈ－４００×２００×８×１３ Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｌ Ｌ

ＬＬ

Ｌ

梁外面 柱芯壁芯 柱芯

□
－
２
５
０
×
２
５
０
×
１
２
（
５
７
．
０
）

Ｈ
－
１
９
４
×
１
５
０
×
６
×
９
（
１
４
８
．
１
）

□
－
２
５
０
×
２
５
０
×
１
２
（
５
７
．
０
）

□
－
２
５
０
×
２
５
０
×
１
２
（
５
７
．
０
）

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

２－Ｄ１３２－Ｄ１３

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

Ｃ１柱脚

アンカーボルト

Ｌ

ＬＰ－２５×４５０×４５０ベースプレート

リ ブ プレート Ｐ－６　Ｈ＝１００

８－Ｍ２２（ＡＢＲ４００）

ダブルナット締め

定着長　Ｌ＝４４０

柱芯壁芯

柱芯壁芯

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｈ
－
１
９
４
×
１
５
０
×
６
×
９
（
１
４
８
．
１
）
)

sawamura-shigenori
テキスト ボックス
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email:fujita.a.office@gmail.com

豊公園再整備倉庫棟他新築工事

ｃ.かぶり厚さ

用　　途

構 造 標 準 仕 様 書

１．建築物の構造概要

工事種別

規　　模

構造種別

□ 共同住宅

□ 増築

防火指定 □ 防火地域

積雪条件 ■ 多雪区域

 ■  30N/cm/㎡

基準風速

地表面粗度区分

性能評価 □ 有

□ １　□ ２　□ ３耐震(倒壊)等級

耐震(損傷)等級 □ １　□ ２　□ ３

耐風等級 □ １　□ ２

耐積雪等級 □ １　□ ２

２．使用構造材料

４．地業工事

■ 地盤改良

５．鉄筋コンクリート工事

90分とする25℃未満で120分、25℃以上で

ａ.鉄筋末端部及び中間部の折曲げ形状・寸法

ｄ Ｄ

余長４ｄ以上

ｄ Ｄ

余長６ｄ以上

ｄ Ｄ 余長
10ｄ以上

ｄ Ｄ

ｂ.鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

ｄ. 鉄筋のあき・間隔の最小寸法

間隔

ｄ あきo

かぶり厚さ

かぶり厚さ

□  SD345（D19以上）

15cmスランプ

普通ポルトランドセメントセメント

JIS G 3112とする

地盤調査方法 □　目視及び周辺の資料調査

□　平板載荷試験

３．地盤

地盤種別

設計かぶり厚さ（㎜）部位

土に接する

部分

基礎立上り

基礎底版 70

50

鉄筋の種類

SD295A

21、24

設計基準強度（N/ｍ㎡）

コンクリートの
定着長さ

40d又は

30dフックつき

25dフックつき 30dフックつき

40d又は

35dフックつき

45d又は

重ね継手の長さ

18

３ｄ以上

３ｄ以上

図　余長 鉄筋の折曲げ内法直径（Ｄ）

部 位 寸 法 樹   種 等   級

土　台

積雪荷重 □  20N/cm/㎡

・コンクリートの練り混ぜから打ち込み終了までの時間の限度は、外気温が

・ポンプ打ちコンクリートは、できるだけ打ち込み位置に近づけ垂直に

・空隙が生じないよう十分な突き、たたきを行うこと

ｆ. 人通口部の配筋補強

□ べた基礎

鉄筋の種類：SD295,D16以下

   あき

・ 呼び名の数値の1.5倍

・ 粗骨材最大寸法の1.25倍

・ 25㎜

　のうち大きいほうの数値

間隔

・ 呼び名の数値の1.5倍+最外径（ｄo）

隅角部では各横筋を折り曲げた上、直行する他方向の

横筋に300㎜以上重ね合わせる

下主筋
補強筋 D-13

35d(40d)以上

JIS A 5308のレディーミクストコンクリートとする

上主筋

（１）コンクリート

（３）木材

（２）鉄筋

（４）その他

（２）配筋工事

（１）コンクリート工事

地下　0 階

ｅ. 基礎隅角部の配筋補強

30
0以

上

ｇ.地中梁部の配筋補強

下主筋補強筋 D-13

上主筋

型枠の存置期間

5℃以上15℃未満

15℃以上 ３

５

日数平均気温

（３）型枠工事

35d(40d)以上

設計基準強度(FC) □ 18　■ 21　□ 24　□ 27

□ 地業(砕石・割栗石）

□ 直接基礎

■  SD295A

□ 指定なし

35d又は

※地中梁の引張鉄筋の定着は40ｄとする。

□ 準防火地域

■ 法22条指定地域

□ 柱状改良

桧 KD

■ 木造軸組工法

□ 一般区域

■ 新築

□ Ⅰ　□ Ⅱ　□ Ⅲ　□ Ⅳ

調合管理強度は設計基準強度(Fc)に構造体強度補正値(S)を加えた値とする

※構造体強度補正値(S)は公共建築工事標準仕様書

　(令和4年版)による

□ 戸建住宅 ■（その他）

地上　1 階

垂直積雪量［110］cm

［　34］m/s

■ 無

105×105

　柱 105×105 桧 KD
野材

梁,桁(小屋) 105×※ 桧 KD 化粧材

□　表面波探査

■　標準貫入試験

□　１種　□２種　□３種

■ 布基礎 ■ べた基礎

□ 杭基礎

許容地耐力［   　］kN/㎡以上

隅　木 90×90

頭ﾂﾅｷﾞ 105×105

胴ブチ 24×90/2 ＠303

ランマ窓下マグサ 180×105

一等上小節

開口部上下マグサ(柱間1,000以下） 105×45 杉 KD

間　柱 105×45,45×45 杉 KD
一等

筋違い 45×105　　

杉 KD

杉 KD

杉 KD

ｄo

■ 木材45ｘ90mm以上

ａ.筋かい

□ 木材15ｘ90mm以上

端部の留めつけ

端部の留めつけ

端部の留めつけ

タスキ掛けの取り合い

□ 木材30ｘ90mm以上

端部の留めつけ

タスキ掛けの
取り合い

□ 木材90ｘ90mm以上

筋かいの壁倍率

片筋かい

圧縮基準 引張
両筋かい

 （2.0）

2.0

3.0

4.0

5.01.0

1.5

1.0

1.0

2.00

1.0

2.0

2.5

3.0

2.0

1.5

1.0

－

筋かいの種類

□ 鉄筋φ9mm以上

□ 木材15ｘ90mm以上

□ 木材30ｘ90mm以上

□ 木材90ｘ90mm以上

６．木工事

10-釘N65

10-太め釘N65

1-六角ナットM12

1－小型角座金W2.3x30

1-角根平頭ボルトM12

筋かいプレートBP柱
間
隔

90
0～

20
00
mm

1-六角ナットM12
1－小型角座金W2.3x30
1-角根平頭ボルトM12

柱
間
隔

90
0～

20
00
mm

17-ｽｸﾘｭｰ釘ZS50

径12mmのボルト

角座金

N75釘
両面平打ち

六角ボルトM12

ひら金物SM40

両面打ち

ZN65 12本打ち

かたぎ
大入れ

■ 木材45ｘ90mm以上

筋かいプレートBP2

（１）鉛直構面（耐力壁等）

2.0 2.0

5.0

0□ 鋼製ﾌﾞﾚｰｽ９φ

釘N50@150mm以下 千鳥に配置

軒桁

小屋梁

釘N75@150mm以下

受材

合板（厚24mm以上）

ａ.屋根構面

合板

釘N50@150mm以下

根太

床梁

N75斜め釘打ち2本

床梁

六角ボルト

火打梁90ｘ90以上

Ｎ90釘2本打ち

かたぎ大入れ

合板（厚12mm以上）
千鳥に配置

合板

根
太

彫
深

さ

床梁
際根太

大梁へ平打ち
釘N90@250mm以下

渡りあご掛け

床梁

際根太 釘N50@150mm以下

大梁

合板（厚12mm以上）
千鳥に配置

大梁

N75斜め釘打ち2本

床梁

根太

合板（厚24mm以上）
千鳥に配置

床梁

間隔［ 1000 ］mm以下

合板の長辺を床梁に固定合板の短辺を床梁に固定

合板（厚24mm以上）
千鳥に配置

釘N75@150mm以下

六角ボルト 平くぎ３本

火打金物

（２）水平構面（屋根・床等）

間隔［ 1000 ］mm以下

□ 根太半欠き

根太［　  　］x［　    ］mm
間隔［　    ］mm以下

［
　

 
 
］

m
m

床梁［　105　］x［　105　］mm以上

ｃ.火打梁

釘N50@150mm以下

ｂ. 床構面

合板（厚12mm以上）
千鳥に配置

床梁
床梁

小屋梁

軒桁

千鳥に配置

釘N50@150mm以下

転び止め

釘3-N75
（転び止めと軒桁,母屋の接合）

間隔［1000］mm以下

床梁［　105　］x［　105　］mm以上

合板（厚12mm以上）

□火打土台

■ 鉄骨母屋

□ 転び止め

□ 根太転ばし

660程度

6
6
0
程

度

受材（45ｘ90mm以上）

750

7
5
0

2-N75斜め留め

□ 火打金物（Ｚマーク）

■ 木製火打

間隔［455］mm以下

母屋［120］x［120］mm 間隔［364］mm

鉄骨母屋C-75×45×15×2.3

□ 根太落し込み

根太［45］x［90］mm

間隔［500］mm以下

□ 根太なし合板直張　川の字釘打ち

□ 根太なし合板直張　四周釘打ち

間隔［　　　］mm以下
根太［　　］x［　　　］mm

根太

N75斜め釘打ち1本

耐火野地板（厚18mm）

+

打つこと

基礎、躯体、外構
捨てコン、土間 ■ 18　□ 21　□ 24　□ 27設計強度

（便所棟）　木構造標準仕様書-1

杉 KD

使用木材は、全て滋賀県産材とし証明書の提出をすること。

桧 KD



数値は短期許容引張耐力

0.0kN 1.08kN

3.38kN 5.07kN

柱

梁

上階柱

下階柱

梁

柱

土台
基礎

かすがい打ち

かすがい打ち

かすがい打ち

かど金物 CP-L

かど金物 CP-L

かど金物 CP-L

かど金物 CP-T

かど金物 CP-T

かど金物 CP-T

10-太め釘ZN65

10-太め釘ZN65

10-太め釘ZN65 10-太め釘ZN65

10-太め釘ZN65

10-太め釘ZN65

短ほぞ差し

短ほぞ差し

短ほぞ差し

短ほぞ差し

■ かすがい打ち■ 短ほぞ差し
（小屋組み部分）

（３）柱仕口

□ かど金物 CP-T■ かど金物 CP-L 8.50kN 10.0kN

15.0kN 20.0kN
5.88kN 7.50kN

12-太め釘ZN65

12-太め釘ZN65

山型プレート

山型プレート

刻印線に合わせる

VP

VP

羽子板ボルト
1-六角ﾎﾞﾙﾄM12
2-六角ﾅｯﾄM12

2-角座金W4.5x40

座彫り

羽子板ボルト

羽子板パイプ

12-太め釘ZN65

山型プレート
VP

2-六角ﾅｯﾄM12

短冊金物
2-六角ﾎﾞﾙﾄM12

2-角座金W4.5x40
3-ｽｸﾘｭｰ釘ZS50

座金付ボルトM16W

六角ﾎﾞﾙﾄM16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物

六角ﾎﾞﾙﾄM16
又は

両ねじﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物

座金付ボルトM16W

1-六角ﾅｯﾄM16

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16

S-HD15

3-六角ﾎﾞﾙﾄM12
3-六角ﾅｯﾄM12

3-角座金W4.5x40

S-HD15
1-六角ﾅｯﾄM16

3-六角ﾎﾞﾙﾄM12

S-HD15

3-六角ﾎﾞﾙﾄM12
3-六角ﾅｯﾄM12

3-角座金W4.5x40

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

座金付ボルトM16W

3-角座金W4.5x40
3-六角ﾅｯﾄM12

1-六角ﾎﾞﾙﾄM12

2-六角ﾅｯﾄM12

2-角座金W4.5x40

羽子板ﾊﾟｲﾌﾟSP・E2

引き寄せ金物
S-HD10

1-六角ﾅｯﾄM16
2-六角ﾎﾞﾙﾄM12
2-六角ﾅｯﾄM12

2-角座金W4.5x40

引き寄せ金物
S-HD10

1-六角ﾅｯﾄM16
2-六角ﾎﾞﾙﾄM12
2-六角ﾅｯﾄM12

2-角座金W4.5x40

六角ﾎﾞﾙﾄM16
又は

両ねじﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物
S-HD10

1-六角ﾅｯﾄM16
2-六角ﾎﾞﾙﾄM12
2-六角ﾅｯﾄM12

2-角座金W4.5x40

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16
S-HD20

4-六角ﾎﾞﾙﾄM12
4-六角ﾅｯﾄM12

4-角座金W4.5x40

六角ﾎﾞﾙﾄM16
又は

両ねじﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物

4-角座金W4.5x40

1-六角ﾅｯﾄM16
4-六角ﾎﾞﾙﾄM12
4-六角ﾅｯﾄM12

S-HD20

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16
S-HD20

4-六角ﾎﾞﾙﾄM12
4-六角ﾅｯﾄM12

4-角座金W4.5x40

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

□ 山型プレートVP

□ 羽子板ボルト

□ 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘 □ 引き寄せ金物S-HD10

■ 引き寄せ金物S-HD15 □ 引き寄せ金物S-HD20 突きつけ

□ 根がらみと床束の取合い □ 大引きと床束の仕口

□ 根太の継手

アリ継手
鎌継手

大入アリ仕口
大入仕口

根がらみ
床束

大引 大引

床束

かすがい又は
ひら金物打ち

突きつけ

大引
棟木

桁行筋かい

振れ止め
小屋梁

小屋束

（５）その他の仕口・継手

□ 垂木と横架材の仕口

□ 桁行筋かい・振れ止め

■ 土台・大引・母屋等の継手

■ 土台・大引・母屋等の仕口

折り曲げ金物SF
梁・束・母屋

かすがい2本止め

母屋・軒桁等

垂木

2-角座金W4.5x40
1-ｽｸﾘｭｰ釘ZS50

2-六角ﾅｯﾄM12
1-六角ﾎﾞﾙﾄM12
羽子板ボルト

7.50kN 8.50kN

2-六角ﾅｯﾄM12
2-角座金W4.5x40

短冊金物
2-六角ﾎﾞﾙﾄM12

羽子板ボルト

1-六角ﾎﾞﾙﾄM12
2-六角ﾅｯﾄM12
2-角座金W4.5x40
1-ｽｸﾘｭｰ釘ZS50

羽子板パイプ

羽子板ボルト

ｽｸﾘｭｰ釘なし

□ 短冊金物 □ 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘

座金付ボルトM16W

25.0kN 30.0kN

□ HD-B** □ HD-B**

□ HD-N**

座金付ボルトM16W

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16
S-HD25

5-六角ﾎﾞﾙﾄM12
5-六角ﾅｯﾄM12

5-角座金W4.5x40

引き寄せ金物
S-HD15ｘ2

2-六角ﾅｯﾄM16

6-六角ﾅｯﾄM12
6-六角ﾎﾞﾙﾄM12

6-角座金W4.5x40

六角ﾎﾞﾙﾄM16
又は

両ねじﾎﾞﾙﾄ M16

六角ﾎﾞﾙﾄM16
又は

両ねじﾎﾞﾙﾄM16

6-六角ﾎﾞﾙﾄM12

6-角座金W4.5x40
6-六角ﾅｯﾄM12

2-六角ﾅｯﾄM16
S-HD15ｘ2

引き寄せ金物
S-HD25

5-角座金W4.5x40
5-六角ﾅｯﾄM12
5-六角ﾎﾞﾙﾄM12
1-六角ﾅｯﾄM16

引き寄せ金物

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16
5-六角ﾎﾞﾙﾄM12
5-六角ﾅｯﾄM12

5-角座金W4.5x40

S-HD25

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16
5-六角ﾎﾞﾙﾄM12
5-六角ﾅｯﾄM12

5-角座金W4.5x40

S-HD25

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16

引き寄せ金物
HD-B**

1-六角ﾅｯﾄM16
ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ

M16
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

引き寄せ金物

1-六角ﾅｯﾄM16
HD-B**

角座金W4.5x40

六角ﾎﾞﾙﾄM12
六角ﾅｯﾄM12

角座金
W6.0ｘ54

HD-N**

太め釘ZN90

□ 引き寄せ金物  S-HD15ｘ2□ 引き寄せ金物  S-HD25

アリ+羽子板ボルト

アリ+羽子板ボルトｘ2

胴差が一直線上に差さる柱

胴差が１本だけ差さる柱

鎌継手+羽子板ボルト 鎌継手+羽子板ボルトｘ2

羽子板ボルト

アリ柱持たせ
大入アリ又は

羽子板ボルトアリ柱持たせ

大入アリ又は

矩折金物

短冊金物

羽子板ボルト

短冊金物

羽子板ボルト

短冊金物 短冊金物

胴差がＬ字に差さる柱

胴差がＴ字に差さる柱

（４）梁仕口・継手（HS金物に依る接合）

■ 梁と梁の仕口（一部在来仕口有り）

■ 梁の継手

□ 通し柱と胴差の仕口
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（便所棟）　木構造標準仕様書-2
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便所棟　基礎伏せ図

柱　105×105

ホールダウン納まり　1:10

2
0
2
0

4
0

スジカイ　45×90　

ホールダウンアンカー　Ｍ1677.5

柱芯～77.5㍉ズレ

便所棟基礎伏せ図　　　1/50
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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

200 程度

アンカーボルト

土台

女木

2
0
0
 
程

度

土台

アンカーボルト

又は柱芯
△ 通り芯,

200 程度

土台

(見下げ)

(見下げ)

男木

(柱勝ち収まり等)

仕口の場合

土台切れの場合

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

   位置(柱芯より200mm内外)とする。

   耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部は、その両端の柱の下部に近接した

-1.耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部；

200 程度

アンカーボルト

土台

柱

200 程度

≧
 
3
6
0

土台

引張金物専用
アンカーボルト

△ 基礎天端

≧
 
2
5
0

(見下げ)

※

※

　 埋込み長さ ≧ 360 mm

　 Ｍ16以上

アンカーボルト

　場合の必要埋込み長さを示す.

㎥
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便所棟　土台　小屋伏せ図
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アンカーボルト:M16(ヒバ等)
Ｚ認定品　又は同等品

柱面より３０寄り　芯寄せ方向に注意
※HD15～25kN：埋め込み長さＬ＝360㍉以上

Ｚ認定品　又は同等品
柱面より180寄り　@2,700以下
M12：埋め込み長さＬ＝250㍉以上

特記なきアンカーボルト:M12(ヒバ等)



※壁の数値は耐力壁倍率を示す.

※柱の記号は耐力壁倍率から計算したＮ値に対する告示の記号を示す

筋違い耐力壁

仕様・番号 仕様名称 壁倍率（圧縮/引張） 筋違い種類

1 筋違い（45×90） 2.0（2.5/1.5） 筋違い

2 4.0（4.0/4.0） たすき筋違い（45×90 ダブル）
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構造伏図　(柱頭柱脚　金物配置図）

金物は柱頭柱脚共同一 柱頭柱脚 金物仕様

上記金物の同等品も使用可とする。
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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

便所棟 　軸組図-1
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豊公園再整備倉庫棟他新築工事

便所棟 　軸組図-2




